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図 5.4-2 植生の調査地点 

ク
マ
イ
ザ
サ

に
係
る

修
正
 

資
料

1-7 



（準備書 5-4-5ページ） 

 

(5) 調査結果 

a. 植物相 

現地調査の結果，表5.4-2に示すとおり，130科1,037種の植物が確認された。確認種リス

トは資料編に示す。 

調査地域は，県中央部の西側に位置し，岐阜県との県境である野麦峠付近から東側の

松本盆地にかけての，標高約750mから約1,800mまでの地域であり，植生の垂直分布から

見ると低地帯から亜高山帯に相当する。 

ほとんどが森林で占められ，県境側の標高1,500ｍ付近で，ヤマソテツ，ウラジロモミ，

シラビソ，ブナ，ダケカンバ，ゴゼンタチバナ，イワナシ，ハリガネカズラ，シラタマ

ノキ等の亜高山性の種が確認され，標高1,000ｍ付近になると，天然のヒノキをはじめ，

ヒメコマツ，ミズナラ，シラカバ，コハウチワカエデ等のカエデ類，クリンユキノフデ，

ミヤマスミレ，ミヤマイラクサ等の山地性の種が確認された。東側の松本盆地付近では，

イノデ，アカマツ，ネズミサシ，クリ，コナラ，ヤマボウシ，マキノスミレ，シュンラ
ン，オケラ等の暖帯の丘陵地から山地にかけてみられる種が確認され，全体として多様

な植物相であった。 

 

表5.4-2 植物分類群別確認種数 

分類群 

対象事業実施区域 
合計 

内 外 

科数 種数 科数 種数 科数 種数 

シダ植物 14 26 16 80 16 81 

裸子植物 2 11 4 21 4 21 

被子植物 基底群 1 2 1 2 1 2 

 モクレン類 5 8 5 13 5 13 

 単子葉類 13 87 17 191 17 193 

 真正双子葉類 68 356 87 711 87 727 

合計 103 490 130 1,018 130 1,037 

注：分類は，「日本維管束植物目録」(邑田仁ほか.2012)に従った。 
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b. 植生 

現地調査の結果，表5.4-3に示す自然植生2単位，代償植生5単位，植林・耕作地4単位の植物群

落が確認された。各植物群落の概要を表5.4-4(1)～(2)に，現存植生図を図5.4-4(1)～(3)に示

す。 

 

表5.4-3 植物群落の区分及び面積 

№ 
群落 

タイプ 
群落名 

対象事業実施区域 
合計 

内 外 

面積 

(ha) 
割合 

面積 

(ha) 
割合 

面積 

(ha) 
割合 

A 自然 

植生 

コメツガ・ウラジロモミ群落 0.6  1.8％ 105.4  2.9％ 106.1  2.9％ 

B ヒノキ群落 0.1  0.3％ 47.4  1.3％ 47.5  1.3％ 

C 代償 

植生 

クリ・ミズナラ・シラカバ群落 10.0  29.4％ 1327.4  36.2％ 1337.4  36.1％ 

D クリ・コナラ群落 0.0  0.0％ 30.6  0.8％ 30.6  0.8％ 

E アカマツ群落 5.2  15.3％ 351.4  9.6％ 356.5  9.6％ 

F クマイザサ群落 0.1  0.3％ 8.2  0.2％ 8.3  0.2％ 

G 伐採跡地 0.5  1.5％ 29.5  0.8％ 30.1  0.8％ 

H 植林・

耕作地 

カラマツ植林 12.3  36.2％ 1384.0  37.7％ 1396.3  37.7％ 

I スギ・ヒノキ植林 1.4  4.1％ 107.3  2.9％ 108.7  2.9％ 

J 牧草地 0.2  0.6％ 22.9  0.6％ 23.0  0.6％ 

K 畑地雑草群落 3.3  9.7％ 149.5  4.1％ 152.8  4.1％ 

L その他 住宅地 0.3  0.9％ 100.4  2.7％ 100.7  2.7％ 

W 開放水面 0.0  0.0％ 2.5  0.1％ 2.5  0.1％ 

合計 34.0 － 3666.5 － 3700.5 － 

 

表5.4-4(1) 植物群落の概要 

№ 群落タイプ 群落名 群落の概要 

A 

自然植生 コメツガ・ウラジロモミ群落 高木層にウラジロモミが優占する高さ15ｍ程度の高木

林である。亜高木層はウラジロモミ，コメツガ等が混生

あるいはヒノキが優占し，低木層はムシカリやコシアブ

ラ等が混生した。草本層はイワガラミが優占し，ゴゼン

タチバナ等の亜高山にみられる種が確認された。 

調査地域では，標高1,500ｍ付近から上部に点在して分

布し，面積は全体の2.9%であった。 

B 

ヒノキ群落 高木層に天然のヒノキが優占する高さ15ｍ程度の高木

林で，ヒノキのほか，ヒメコマツ，コメツガが混生した。

亜高木層にはコシアブラ，ケヤマハンノキ等，低木層に

はキョウマルシャクナゲ，ムラサキシキブ等，草本層に

はクロソヨゴ，オシダ等が散生した。岩礫地に成立した

群落のため，下層植生は乏しかった。 

調査地域中央付近の大白川流域に特徴的にみられ，面

積は全体の1.3%であった。 

C 

代償植生 クリ・ミズナラ・シラカバ群落 高木層にクリ，ミズナラが優占する高さ12ｍ程度の高

木林で，場所によりシラカバが混生した。亜高木層には

ハリギリ，シナノキ等，低木層にはリョウブ，ガマズミ

等が混生し，草本層にはツリフネソウ，ケタガネソウ等

が混生した。 

調査地域では，およそ標高1,000ｍ付近から上部に二次

林として再生された林分であり，カラマツ植林に次いで

面積が広く，全体の36.1%を占めた。 
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表5.4-4(2) 植物群落の概要 

№ 群落タイプ 群落名 群落の概要 

D 

代償植生 クリ・コナラ群落 高木層にコナラが優占する高さ15ｍ程度の高木林である。

亜高木層にもコナラが優占あるいはホオノキ，ヤマモミジ等

が混生し，低木層にはソヨゴ，ガマズミ等，草本層にはコナ

ラの実生，スズタケ等が混生した。 

調査地域では，およそ標高1,000ｍ付近から下部に点在す

る落葉広葉樹二次林で，面積は全体の0.8%と狭かった。 

E 

アカマツ群落 高木層にアカマツが優占する高さ20ｍ程度の高木林であ

る。亜高木層にはリョウブ，ミズナラ，クリが優占あるいは

ケヤマハンノキ，ホオノキ等が散生し，低木層にはウリカエ

デ，ヤマボウシ等が混生した。草本層にはマイヅルソウ，ヤ

マツツジ等が混生した。 

調査地域では，およそ標高1,400ｍ付近から下部に二次林

として再生された林分であり，尾根部を中心に分布し，面積

は全体の9.6%を占めた。 

F 

クマイザサ群落 伐採跡地に成立したクマイザサが優占する草地である。ほ

ぼクマイザサ単一の群落であり，ムシカリ，ナツハゼ等がわ

ずかに散生した。 

調査地域の分布はわずかで，全体の0.2%であった。 

G 

伐採跡地 送電線下等の伐採跡地や定期的な草刈り管理地に先駆的

に成立した高さ0.5ｍ程度の陽性低木群落である。低木層に

はクリ，ミズナラのほか，ヤマハギ，ナツハゼ，ヤマウルシ

等，草本層にはワラビ，カリヤス等の明るく乾いた環境を好

む植物が確認された。 

調査地域の分布はわずかで，全体の0.8%であった。 

H 

植林・耕作地 カラマツ植林 高木層に植林されたカラマツが優占する高さ20ｍ程度の

高木林である。亜高木層はリョウブが優占あるいはコシアブ

ラ等が混生し，低木層はハリギリ，ダンコウバイ等が混生あ

るいは高さ1.5ｍ程度のクマイザサが優占した。草本層には

マイヅルソウ，ヒカゲノカズラが優占し，オシダやシラネワ

ラビ等が散生した。 

調査地域に広範囲に分布し，面積は最も広く，全体の37.7%

を占めた。 

I 

スギ・ヒノキ植林 高木層に植林されたスギ，ヒノキが優占する高さ20ｍ程度

の高木林である。亜高木層はミズナラ，タラノキ等が混生あ

るいは亜高木層を欠いていた。低木層はリョウブ，ニガイチ

ゴ等が混生し，草本層はクマイザサ，ケチヂミザサが優占し

た。 

調査地域では，小規模な植林地が点在して分布し，面積は

全体の2.9%であった。 

J 

牧草地 牧草地として利用あるいは利用されていた草地である。外

来種のナガハグサが優占し，ヨモギが混生，ノイバラやアケ

ビが散生した。 

調査地域では，やや標高の高いなだらかな斜面に点在して

分布し，面積はわずかで，全体の0.6%であった。 

K 

畑地雑草群落 畑地に成立する雑草群落である。雑草を除去する農法が盛

んであり，シロザ，ナズナ等が被度低く散生した。 

調査地域では，東側の台地に面的に分布し，面積は全体の

4.1%であった。 
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図 5.4-4(1) 現存植生図 
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図 5.4-4(2) 現存植生図 
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図 5.4-4(3) 現存植生図 
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 (3) 予測結果 

a. 植物相に対する影響 

工事に伴う土地形状変更及び樹木の伐採による，植物相への影響の予測結果を表5.4-8に示す。 

 

表5.4-8 植物相への影響予測結果 

確認状況 予測結果 

対象事業実施区域 
合計 

直接的影響 間接的影響 

内のみ 内 外 

科
数 

種
数 

科
数 

種
数 

科
数 

種
数 

科
数 

種
数 

12 19 103 490 130 1,018 130 1,037 

対象事業実施区域内にお

いて確認された植物は490

種であり，全確認種のうち

47.3％であったが，これら

確認種は対象事業実施区域

外でも多く確認された種で

あった。また，対象事業実

施区域内のみで確認された

種は19種のみであり，全確

認種のうち1.8%とわずかで

あることから，工事に伴う

土地形状変更及び樹木の伐

採による，直接的影響は極

めて小さいと予測される。 

対象事業実施区域近辺

に特有の植物種は確認さ

れておらず，その生育基

盤も予測地域内に広く分

布する群落により構成さ

れていることから，工事

に伴う土地形状変更及び

樹木の伐採による，間接

的影響は極めて小さいと

予測される。 

 

b. 植生に対する影響 

工事に伴う土地形状変更及び樹木の伐採による，植生の減少率を表5.4-9に示す。 

対象事業実施区域内において確認された植生の一部が消滅するものの，予測地域全体としての

減少率は低く，現況と工事完了後の各群落の占有率にもほとんど変化が生じないことから，直接

的影響は小さいと予測される。 

また，対象事業実施区域に隣接する植生については，光環境の変化により，明るく乾燥した環

境を好む植生への変化が考えられるが，直接的影響と同様に，予測地域全体としての変化率は低

いと考えられ，間接的影響は小さいと予測される。 

 
表5.4-9 植生の減少率 

№ 群落名 
現況 工事完了後 減少面積 

(ha) 
減少率 

面積(ha) 占有率 面積(ha) 占有率 

A コメツガ・ウラジロモミ群落 106.1  2.9％ 105.4  2.9％ 0.7 0.7％ 

B ヒノキ群落 47.5  1.3％ 47.4  1.3％ 0.1 0.2％ 

C クリ・ミズナラ・シラカバ群落 1,337.4  36.1％ 1,327.4  36.2％ 10.0 0.7％ 

D クリ・コナラ群落 30.6  0.8％ 30.6  0.8％ 0.0 0.0％ 

E アカマツ群落 356.5  9.6％ 351.4  9.6％ 5.1 1.4％ 

F クマイザサ群落 8.3  0.2％ 8.2  0.2％ 0.1 1.2％ 

G 伐採跡地 30.1  0.8％ 29.5  0.8％ 0.6 2.0％ 

H カラマツ植林 1,396.3  37.7％ 1,384.0  37.7％ 12.3 0.9％ 

I スギ・ヒノキ植林 108.7  2.9％ 107.3  2.9％ 1.4 1.3％ 

J 牧草地 23.0  0.6％ 22.9  0.6％ 0.1 0.4％ 

K 畑地雑草群落 152.8  4.1％ 149.5  4.1％ 3.3 2.2％ 

L 住宅地 100.7  2.7％ 100.4  2.7％ 0.3 0.3％ 

W 開放水面 2.5  0.1％ 2.5  0.1％ 0.0 0.0％ 

合計 3,700.5 － 3,666.5 － 34.0 0.9% 



 

（準備書 5-6-1ページ） 

 

5.6 生態系 

5.6.1 調査 

(1) 調査対象 

a. 生態系の概況 

動植物その他の自然環境に係る生態系の概況について調査した。 

 

b. 指標種(上位種，典型種，特殊種) 

生態系の概況調査の結果を踏まえ，上位性，典型性，特殊性の観点から，対象地域の生態系を特徴づける指

標種を選定し，生育環境又は生息環境の状況を調査した。 

 

(2) 調査方法 

動物及び植物の調査結果を用い，既存の文献又は資料を引用し，これを解析することにより行った。 

 

(3) 調査地域及び調査地点又はルート 

生態系の調査地域及び調査地点は，動物及び植物の調査地域及び調査地点に準じた。 

 

(4) 調査期間等 

生態系の調査期間は，動物及び植物の調査期間に準じた。 

 

(5) 調査結果 

a. 生態系の概況 

(a) 環境類型区分 

調査地域の地形は，多くが山地からなり，標高は約750m～約1,800mまでの大起伏な地形を形成してい

る。地質の大部分は中生代の付加コンプレックスで，一部に花崗岩質深成岩が分布する。植生は，木本群

落がほとんどの面積を占め，一部に伐採跡地等に成立した草本群落がみられる。また，その他の地形では，

東側に松本盆地の砂礫質の台地が分布し，地質の大部分は新生代の堆積岩類であり，農地としての土地利

用がほとんどの面積を占める。これらの地形，地質，植生，土地利用を踏まえ，調査地域を表 5.6-1 及

び図5.6-1 に示すとおり区分した。 

 

表 5.6-1 環境類型区分 

区 分 植生，土地利用等 面積(ha) 割合 

Ⅰ 山地の樹林地生態系 

(小面積の河川環境等含む) 

コメツガ・ウラジロモミ群落，ヒノキ群落，クリ・ミズナ

ラ・シラカバ群落，クリ・コナラ群落，アカマツ群落，カ

ラマツ植林，スギ・ヒノキ植林 

3,383.8 91.4％ 

Ⅱ 山地の草地生態系 

  (小面積の畑等含む) 

クマイザサ群落，伐採跡地，牧草地 
95.0 2.6％ 

Ⅲ 台地の農地生態系 

(小面積の溜め池等含む) 

畑雑草群落，住宅地，開放水域 
221.6 6.0％ 
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(b) 環境類型区分ごとの生態系 

環境類型区分ごとの主な構成種を表5.6-2に，生態系の模式図を図5.6-2 に示す。 

 

表5.6-2 環境類型区分ごとの主な構成種 

区
分 標高 植生 哺乳類 鳥類 爬虫類 両生類 昆虫類 

Ⅰ
 

山
地
の
樹
林
生
態
系 

1,800m コメツガ・ウラジ

ロモミ群落 

ホンドオコジョ，

シナノホオヒゲコ

ウモリ，カグヤコ

ウモリ 

メボソムシクイ，エ

ゾムシクイ，コマド

リ 

ヒガシニホン

トカゲ，ジム

グリ，アオダ

イショウ，ヤ

マカガシ 

アズマヒキガ

エル，タゴガ

エル，ヤマア

カガエル 

ガロアムシ，オオヒメヘ

リカメムシ，ミヤマツチ

ハンミョウ 

 ヒノキ群落，ク

リ・ミズナラ・シ

ラカバ群落，ク

リ・コナラ群落，

アカマツ群落，カ

ラマツ植林，ス

ギ・ヒノキ植林 

ホンシュウトガリ

ネズミ，ヒナコウ

モリ科の一種，ホ

ンドザル，ホンド

タヌキ，ホンドテ

ン，ニホンツキノ

ワグマ，ニホンカ

モシカ，ニホンリ

ス，ホンドアカネ

ズミ，ノウサギ 

キジバト，オオタ

カ，クマタカ，コゲ

ラ，カケス，ハシブ

トガラス，コガラ，

ヤマガラ，ヒガラ，

シジュウカラ，ヤブ

サメ，エナガ，セン

ダイムシクイ，ゴジ

ュウカラ，アカハ

ラ，コルリ，キビタ

キ，オオルリ，ビン

ズイ 

キバネハサミムシ，ヤマ

ヤブキリ，エゾハルゼミ，

アオクチブトカメムシ，

スカシシリアゲモドキ，

アサギマダラ，ヤマキマ

ダラヒカゲ，ツガカレハ，

コムライシアブ，クロナ

ガオサムシコアリガタハ

ネカクシ，オオトラフハ

ナムグリ，アオジョウカ

イ，トホシハムシ，コブ

ヒゲボソゾウムシ，ヒゲ

ナガケアリ，シダクロス

ズメバチ，ヒメマルハナ

バチ 

河
川
環
境 

 

－ 

カワネズミ，モモ

ジロコウモリ 

ミソサザイ，カワガ

ラス，キセキレイ 

ハコネサンシ

ョウウオ 

カジカガエル アサヒナカワトンボ，ダ

ビドサナエ 

Ⅱ
 

山
地
の
草
地
生
態
系 

 

クマイザサ群落，

伐採跡地，牧草地 

ニホンイノシシ ウグイス，ホオジ

ロ，アオジ 

ニホンカナヘ

ビ，シマヘビ 

ニホンアマガ

エル 

タカネヒナバッタ，ナキ

イナゴ，アカヘリサシガ

メ，コキマダラセセリ，

ヒメシジミ，ヒョウモン

チョウ，キバネフンバエ，

キスジコガネ，クロルリ

トゲハムシ，ハラクシケ

アリ 

Ⅲ
 

台
地
の
農
地
生
態
系 

 畑雑草群落，住宅

地 

Mogera属の一種，

ホンドキツネ，ハ

クビシン 

チョウゲンボウ，モ

ズ，ヒバリ，ツバメ，

ムクドリ，コムクド

リ，スズメ，ハクセ

キレイ，カワラヒワ 

ニホンカナヘ

ビ 

ニホンアマガ

エル 

ウスバキトンボ，マダラ

スズ，マルアワフキ，ナ

カグロカスミカメ，ベニ

シジミ，モンシロチョウ，

ホソヒメヒラタアブ，ゴ

ミムシ，ナナホシテント

ウ，クロウリハムシ，ト

ビイロシワアリ，セイヨ

ウミツバチ 

溜
め
池
等 

750m 

－ － 

カルガモ，カワウ，

アオサギ 

アカハライモ

リ 

トノサマガエ

ル，シュレー

ゲルアオガエ

ル 

モートンイトトンボ，ヨ

ツボシトンボ，ヒメアメ

ンボ，コオイムシ，コシ

マゲンゴロウ 

 



 

高次 

消費者 

      

      

      

      

      

三次 

消費者 

      

      

      

      

      

      

二次 

消費者 

      

      

      

      

      

      

      

一次 

消費者 

      

      

      

      

      

      

      

生産者 ｺﾒﾂｶﾞ･ｳﾗｼﾞﾛﾓﾐ群落 

ﾋﾉｷ群落,ｸﾘ･ﾐｽ ﾅ゙ﾗ･ｼﾗｶﾊﾞ群落, 

ｸﾘ･ｺﾅﾗ群落,ｱｶﾏﾂ群落, 

ｶﾗﾏﾂ植林,ｽｷﾞ･ﾋﾉｷ植林 

藻類,ﾃﾞﾄﾘﾀｽ等 
ｸﾏｲｻﾞｻ群落, 

伐採跡地,牧草地 

畑雑草群落, 

住宅地 
藻類,ﾃﾞﾄﾘﾀｽ等 

生態系 
山地の樹林地生態系 河川環境 山地の草地生態系 台地の農地生態系 溜め池等 

Ⅰ Ⅱ Ⅲ 

標高 1,800m     750m 

注：アンダーラインを引いた種は，調査地域の生態系を特徴づける指標種として選定した種である。 

図5.6-2 調査地域の生態系模式図 

ｱｵｸﾁﾌﾞﾄｶﾒﾑｼ,ｱｵｼﾞｮｳｶｲ,ｼﾘｱｹﾞﾑｼ類, 

ｷｲﾛｽｽﾞﾒﾊﾞﾁ,ｼﾀﾞｸﾛｽｽﾞﾒﾊﾞﾁ等 

ﾁｮｳ類及びﾁｮｳ類幼虫,ｺｶﾞﾈﾑｼ類,ﾊﾑｼ類等 

ｻｼｶﾞﾒ類, 

ｺｶﾞﾀｽｽﾞﾒﾊﾞﾁ等 

ﾁｮｳ類幼虫等 

ﾄﾝﾎﾞ類,ｺﾞﾐﾑｼ

類,ﾃﾝﾄｳﾑｼ類等 

 

ﾊﾞｯﾀ類,ﾊﾑｼ類等 

ｱｻﾋﾅｶﾜﾄﾝﾎﾞ,

ﾀﾞﾋﾞﾄﾞｻﾅｴ,

水生昆虫等 

ﾄﾝﾎﾞ類幼虫, 

ﾀｲｺｳﾁ等 

その他水生昆虫等  

ｶﾜﾈｽﾞﾐ 

ﾐｿｻｻﾞｲ, 

ｶﾜｶﾞﾗｽ等 

ｶｼﾞｶｶﾞｴﾙ 

ﾊｺﾈｻﾝｼｮｳｳｵ 

ﾈｽﾞﾐ類等 ｺｳﾓﾘ類,ﾓｸﾞﾗ類,ﾎﾝﾄﾞｱｶﾈｽﾞﾐ,ﾆﾎﾝﾘｽ等 

ｺｹﾞﾗ,ｺｶﾞﾗ,ﾋｶﾞﾗ,ﾔﾌﾞｻﾒ, 

ｺﾞｼﾞｭｳｶﾗ,ｺﾙﾘ,ｷﾋﾞﾀｷ,ｵｵﾙﾘ等 
ｴｿﾞﾑｼｸｲ,

ｺﾏﾄﾞﾘ等 

ﾋｶﾞｼﾆﾎﾝﾄｶｹﾞ, ｱｽﾞﾏﾋｷｶﾞｴﾙ, 

ﾀｺﾞｶﾞｴﾙ,ﾔﾏｱｶｶﾞｴﾙ 

ｳｸﾞｲｽ,ﾎｵｼﾞﾛ等 

ﾆﾎﾝｶﾅﾍﾋﾞ, 

ﾆﾎﾝｱﾏｶﾞｴﾙ 

ﾓｸﾞﾗ類等 

ﾋﾊﾞﾘ,ﾂﾊﾞﾒ, 

ﾑｸﾄﾞﾘ,ｽｽﾞﾒ, 

ｶﾜﾗﾋﾜ等 ｱｶﾊﾗｲﾓﾘ, 

ﾄﾉｻﾏｶﾞｴﾙ等 ﾆﾎﾝｱﾏｶﾞｴﾙ等 

クマタカ，オオタカ等 

ホンドキツネ ホンドテン 

チョウゲンボウ ホンドオコジョ 

ｼﾏﾍﾋﾞ等 

ﾓｽﾞ等 ｶﾜｳ,ｱｵｻｷﾞ等 

ﾎﾝﾄﾞｻﾞﾙ,ﾆﾎﾝﾂｷﾉﾜｸﾞﾏ等 

ｶｹｽ,ﾊｼﾌﾞﾄｶﾞﾗｽ等 

ｼﾞﾑｸﾞﾘ,ｱｵﾀﾞｲｼｮｳ,ﾔﾏｶｶﾞｼ 

（
準
備
書

 
5-6-4

ペ
ー
ジ
）

 



 

（準備書 6-4 ページ） 

表 6.3(1) 植物 調査，予測，環境保全措置，事後調査，評価の概要 

環境要素区分 
環境要因の

区分 
調査結果 予測の結果 環境保全措置 事後調査 評価の結果 

生
物
多
様
性
の
確
保
及
び
自
然
環
境
の
体
系
的
保
全 

6.3

植

物 

植
物
相 

植
生 

土
壌 

注
目
す
べ
き
種
及
び
群
落 

工事による

影響 

存在による

影響 

(1) 植物相 

現地調査の結果， 130科 1,037 種の植物が確認された。 

調査地域は，県中央部の西側に位置し，岐阜県との県境である野麦峠付近から東側の松本盆地にかけ

ての，標高約 750mから約 1,800mまでの地域であり，植生の垂直分布から見ると低地帯から亜高山帯に

相当する。 

ほとんどが森林で占められ，県境側の標高 1,500ｍ付近では，ヤマソテツ，ウラジロモミ，シラビソ，

ブナ，ダケカンバ，ゴゼンタチバナ，イワナシ，ハリガネカズラ，シラタマノキ等の亜高山性の種が確

認され，標高 1,000ｍ付近になると，天然のヒノキをはじめ，ヒメコマツ，ミズナラ，シラカバ，コハ

ウチワカエデ等のカエデ類，クリンユキノフデ，ミヤマスミレ，ミヤマイラクサ等の山地性の種が確認

された。東側の松本盆地付近では，イノデ，アカマツ，ネズミサシ，クリ，コナラ，ヤマボウシ，マキ

ノスミレ，シュンラン，オケラ等の暖帯の丘陵地から山地にかけてみられる種が確認され，全体として

多様な植物相であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 植生 

現地調査の結果，下表による自然植生2単位，代償植生5単位，植林・耕作地4単位の植物群落が確認された。 

植物群落の区分及び面積 

№ 群落タイプ 群落名 

対象事業実施区域 
合計 

内 外 

面積 

(ha) 
割合 

面積 

(ha) 
割合 

面積 

(ha) 
割合 

A 自然植生 コメツガ・ウラジロモミ群落 0.7 2.0％ 105.4 2.9％ 106.1 2.9％ 

B ヒノキ群落 0.1 0.4％ 47.4 1.3％ 47.5 1.3％ 

C 代償植生 クリ・ミズナラ・シラカバ群落 10.0 30.2％ 1,327.4 36.2％ 1,337.4 36.1％ 

D クリ・コナラ群落 0.2 0.6％ 30.4 0.8％ 30.6 0.8％ 

E アカマツ群落 5.1 15.2％ 351.5  9.6％ 356.6  9.6％ 

F クマイザサ群落 0.1 0.3％ 8.2  0.2％ 8.3  0.2％ 

G 伐採跡地 0.5 1.7％ 29.5 0.8％ 30.0 0.8％ 

H 植林・耕作地 カラマツ植林 12.2 36.7％ 1,384.1  37.7％ 1,396.3  37.7％ 

I スギ・ヒノキ植林 1.2 3.8％ 107.4  2.9％ 108.6  2.9％ 

J 牧草地 0.2 0.5％ 22.9 0.6％ 23.1 0.6％ 

K 畑地雑草群落 2.6 7.8％ 150.2 4.1％ 152.8 4.1％ 

L その他 住宅地 0.3 0.9％ 100.4 2.7％ 100.7 2.7％ 

W 開放水面 0.0 0.0％ 2.5 0.1％ 2.5 0.1％ 

合計 33.2 － 3,667.3 － 3,700.5 － 

 

 

(1) 植物相に対する影響 

工事に伴う土地形状変更及び樹

木の伐採による，植物相への影響の

予測結果は以下の通り。 

a. 直接的影響 

対象事業実施区域内において確認

された植物は 490 種であり，全確認

種のうち 47.3％であったが，これら

確認種は対象事業実施区域外でも多

く確認された種であった。また，対

象事業実施区域内のみで確認された

種は19種のみであり，全確認種のう

ち1.8％とわずかであることから，工

事に伴う土地形状変更及び樹木の伐

採による，直接的影響は極めて小さ

いと予測される。 

b. 間接的影響 

対象事業実施区域近辺に特有の植

物種は確認されておらず，その生育

基盤も予測地域内に広く分布する群

落により構成されていることから，

工事に伴う土地形状変更及び樹木の

伐採による，間接的影響は極めて小

さいと予測される。 

 

(2) 植生に対する影響 

対象事業実施区域内において確

認された植生の一部が消滅するも

のの，予測地域全体としての減少率

は低く，現況と工事完了後の各群落

の占有率にもほとんど変化が生じ

ないことから，直接的影響は小さい

と予測される。 

また，対象事業実施区域に隣接す

る植生については，光環境の変化に

より，明るく乾燥した環境を好む植

生への変化が考えられるが，直接的

影響と同様に，予測地域全体として

の変化率は低いと考えられ，間接的

影響は小さいと予測される。 

(1) 環境保全措置 

本事業の実施にあた

っては，できる限り環境

への影響を低減させる

こととし，以下による環

境保全措置を講ずる。 

a. 回避 

・対象事業実施区域内に

生育する注目すべき種

の生育地について，モノ

レールルート等の事業

計画の変更を検討し，可

能なものについては消

失を回避する。 

b. 移植等 

・対象事業実施区域内に生

育する注目すべき種の

うち，上記の回避が困難

な個体については，生育

に適した環境ヘ移植等

を行うことで種の保全

を図る。 

・大木等の植物体が大きく

移植が困難な種につい

ては，挿し木による種の

保全を検討する。 

・１年草については，種子

を採取し，播種による種

の保全を検討する。 

c. 生育環境の改善 

・対象事業実施区域近辺

に生育する注目すべき

種のうち，生育地が隣接

することで，樹木の伐採

等により光環境の変化

の程度が大きい個体に

ついては，林縁部に遮光

ネットを設置するなど

光環境の改善を図る。 

d. 緑化復元 

・樹木の伐採等により現状

を変更した区域のうち，

鉄塔敷以外の区域につ

いては，現存植生の復元

を目指した緑化を行う。

樹種は伐採した樹木の

中から代表的な種を選

定し，地権者の了解を得

た上で植樹する。 

(1) 植物相 

植物相に与える

影響は極めて小さ

いと予測されたこ

とから，事後調査

は実施しない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 植生 

植生に与える影

響は小さいと予測

されたことから，事

後調査は実施しな

い。 

(1) 植物相 

対象事業の実施

による植物相への

影響は，その確認状

況から極めて小さ

いと予測された。ま

た，工事後は現存植

生の復元を目指し

た緑化等必要な環

境保全措置を講ず

る計画である。以上

のことから，事業者

の実行可能な範囲

で，植物相への影響

ができる限り低減

されていると評価

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 植生 

対象事業の実施

による植生の減少

率は低く，各群落の

構成にもほとんど

変化が生じないこ

とから，影響は小さ

いと予測された。ま

た，工事後は現存植

生の復元を目指し

た緑化等必要な環

境保全措置を講ず

る計画である。以上

のことから，事業者

の実行可能な範囲

で，植生への影響が

できる限り低減さ

れていると評価す

る。 
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表 6.5(1) 生態系 調査，予測，環境保全措置，事後調査，評価の概要 

環境要素区分 環境要因の区分 調査結果 予測の結果 環境保全措置 事後調査 評価の結果 

生
物
多
様
性
の
確
保
及
び
自
然
環
境
の
体
系
的
保
全 

6.5

生

態

系 

生
態
系
の
概
況 

指
標
種(

上
位
種
・
典
型
種
・
特
殊
種) 

工事による影響 

存在による影響 
(1) 環境類型区分 

調査地域の地形は，多くが山地からなり，標高は約 750m～約 1,800mま

での大起伏な地形を形成している。地質の大部分は中生代の付加コンプレ

ックスで，一部に花崗岩質深成岩が分布する。植生は，木本群落がほとん

どの面積を占め，一部に伐採跡地等に成立した草本群落がみられる。また，

その他の地形では，東側に松本盆地の砂礫質の台地が分布し，地質の大部

分は新生代の堆積岩類であり，農地としての土地利用がほとんどの面積を

占める。これらの地形，地質，植生，土地利用を踏まえ，調査地域を下表

のとおり区分した。 

環境類型区分 

区 分 植生，土地利用等 面積(ha) 割合 

Ⅰ 山地の樹林地生態系

（小面積の河川環境等含

む） 

コメツガ・ウラジロモミ群落，ヒ

ノキ群落，クリ・ミズナラ・シラ

カバ群落，クリ・コナラ群落，ア

カマツ群落，カラマツ植林，スギ・

ヒノキ植林 

3,383.8 91.4％ 

Ⅱ 山地の草地生態系 

（小面積の畑等含む） 

クマイザサ群落，伐採跡地，牧草

地 
95.0 2.6％ 

Ⅲ 台地の農地生態系 

（小面積の溜め池等含む） 

畑雑草群落，住宅地，開放水域 
221.6 6.0％ 

 

(2) 指標種（上位種，典型種，特殊種） 

①指標種の選定 

生態系を整理した結果から，調査地域の生態系を特徴づける上位

種，典型種，特殊種について，下表に示す指標種選定の観点から抽

出した。 

指標種選定の観点 

上位種 
生態系において栄養段階の上位に位置する種。その種の存続を保障するこ

とが，おのずと多数の種の存続を確保することを意味するもの。 

典型種 
調査地域の生態系の特徴をよく表す種。個体数の多い又は被度の高い植物

種，個体数の多い動物種に特に着目する。 

特殊種 特異な立地環境を指標する種。生活の重要部分を他の生物に依存する種。 

 

 

 

 

 

(1) 生態系に対する影響 

工事用地の土地形状変更及び樹木の伐採

に伴い変化する，生態系の環境単位又は指

標種の生息地の改変率は山地樹林地生態系

0.9%，山地草地生態系1.4%，台地の農地生

態系で1.1%，ラインセンサス調査結果から

得られた鳥類の個体数の減少率は，山地樹

林地生態系の鳥類0.9%，山地草地生態系の

鳥類 1.5%，台地の農地生態系の鳥類 1.1%

である。 

生態系の環境単位又は指標種の生息地

は，いずれも改変率が低く，オオタカ等上

位種の採餌対象である鳥類の個体数につい

ても減少率が低いことから，生態系に対す

る影響は小さいと予測される。 

 

 

 

 

 

 

(2) 指標種（上位種，典型種，特殊種）に対す

る影響 

①上位種 鳥類 

・オオタカ 

土地形状変更及び樹木の伐採に伴う植生

の消失，建設機械の稼動及び資機材運搬の

工事車両の走行に伴う騒音・振動の影響に

より，対象事業実施区域周辺を利用する本

種及び本種の餌資源となる中大型鳥類等の

忌避が生じることが考えられるものの，本

種の採餌環境は対象事業実施区域外に広く

分布しており，餌資源である鳥類の減少率

も低い。 

ただし，Aつがい・Bつがい・Dつがいに

ついては，対象事業実施区域内に営巣中心

域及び高利用域が含まれることから，繁殖

行動への影響が大きいと予測される。 

C つがいについては，営巣中心域及び高

利用域が対象事業実施区域外であることか

ら，間接的影響は小さいと予測される。 

 

(1) 環境保全措置検討 

本事業の実施にあたっては，出来

る限り環境への影響を低減させるこ

ととし，以下に示す環境保全措置を

講ずる。なお，生態系に対する環境

保全措置は，「5．4 動物」で影響が

大きい又は生じると予測された種と

同様であったことから，環境保全措

置の内容も同様である。 

①上位種の繁殖に配慮した工事工程等

の調整 

・営巣箇所，高利用域，営巣中心域

と対象事業実施区域との関係か

ら，特に繁殖行動に影響を与える

と予測されたクマタカ，オオタカ

のつがいについて，繁殖期の工事

中断，工法の変更，工程の調整等，

できる限りの対策を行う。 

②奈川のゴマシジミ生息地の保全 

・工事車両の運搬路のうち，奈川の

ゴマシジミ生息地の林道について

は，徐行区間と定め，ゴマシジミ

の忌避を抑制する。 

・工事関係者及び作業員に対して，

対象事業実施区域外への不用意な

立入りを行わないよう指導し，工

事車両の空ぶかしや急発進等によ

る騒音の発生を抑制するよう指導

する。 

・対象事業の実施により消失するワ

レモコウについて，生育に適した

環境に移植を行い，ゴマシジミ生

息環境の保全を図る。移植は花芽

が出る前の5月頃に行う。 

・ワレモコウの移植に際しては，事

前にアリの生息調査を行い，でき

る限りハラクシケアリの生息地付

近を移植地とする。 

③緑化復元 

・樹木の伐採等により現状を変更し

た区域のうち，鉄塔敷以外の区域

については，現存植生の復元を目

指した緑化を行う。樹種は伐採し

た樹木の中から代表的な種を選定

し，地権者の了解を得た上で植樹

する。 

 

 

(1) 生態系 

生態系に与える影

響は小さいと予測さ

れたことから，事後調

査は実施しない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 指標種（上位種，典型

種，特殊種） 

影響が大きい又は

生じると予測された

上位種（オオタカ，ク

マタカ）及び特殊種

（ゴマシジミ本州中

部亜種）について，事

後調査を実施する。 

その他の指標種に

ついては，影響は小さ

いと予測されたこと

から，事後調査は実施

しない。なお，生態系

に対する事後調査は，

「5.4 動物」で影響

が大きい又は生じる

と予測された種と同

様であるため，事後調

査の内容も同様とし

た。 

 

(1) 生態系 

対象事業の実施による生態系の

環境単位又は指標種の生息地の改

変率，オオタカ等上位種の採餌対

象である鳥類の個体数の変化率か

ら，生態系の変化は小さいと予測

された。また，工事後は現存植生

の復元を目指した緑化等必要な環

境保全措置を講ずる計画である。

以上のことから，事業者の実行可

能な範囲で，生態系への影響がで

きる限り低減されていると評価す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 指標種（上位種，典型種，特殊

種） 

対象事業の実施により影響が

大きい又は生じるとされた上位

種及び特殊種については，繁殖

期の工事中断，工法の変更，工

程の調整等，できる限りの環境

保全措置を講ずる計画である。

また，環境保全措置による影響

の低減結果については，事後調

査を実施することで継続的監視

が行われる。以上のことから，

事業者の実行可能な範囲で，上

位種，典型種，特殊種への影響

ができる限り低減されていると

評価する。 

 



 

（準備書 参-2-8ページ） 

植物確認種リスト （7／23） 

No. 科名 和名 学名 
確認時期 

対象事業 

実施区域 備考 

秋季 春季 夏季 内 外 

276 イネ カリヤス Miscanthus tinctorius ○ 
 

○ ○ ○ 
 

277 
 

オオネズミガヤ Muhlenbergia huegelii ○ 
   

○ 
 

278 
 

ネズミガヤ Muhlenbergia japonica ○ 
   

○ 
 

279 
 

タツノヒゲ Neomolinia japonica ○ 
   

○ 
 

280 
 

コチヂミザサ Oplismenus undulatifolius var. japonicus ○ 
 

○ ○ ○ 
 

281 
 

ケチヂミザサ Oplismenus undulatifolius var. undulatifolius ○ 
 

○ ○ ○ 
 

282 
 

ヌカキビ Panicum bisulcatum ○ 
  

○ ○ 
 

283 
 

キビ Panicum miliaceum 
 

○ 
  

○ 逸出 

284 
 

シマスズメノヒエ Paspalum dilatatum ○ 
 

○ ○ ○ 帰化 

285 
 

スズメノヒエ Paspalum thunbergii ○ 
 

○ 
 

○ 帰化 

286 
 

チカラシバ Pennisetum alopecuroides ○ 
   

○ 
 

287 
 

クサヨシ Phalaris arundinacea var. arundinacea 
  

○ 
 

○ 
 

288 
 

オオアワガエリ Phleum pratense 
  

○ ○ ○ 帰化 

289 
 

ヨシ Phragmites australis ○ 
   

○ 
 

290 
 

モウソウチク Phyllostachys edulis ○ ○ ○ 
 

○ 帰化 

291 
 

ハチク Phyllostachys nigra var. henonis 
  

○ 
 

○ 帰化 

292 
 

ミゾイチゴツナギ Poa acroleuca var. acroleuca 
 

○ ○ 
 

○ 
 

293 
 

スズメノカタビラ Poa annua var. annua ○ ○ ○ ○ ○ 
 

294 
 

ナガハグサ Poa pratensis subsp. pratensis var. pratensis 
  

○ ○ ○ 帰化 

295 
 

スズタケ Sasa borealis var. borealis ○ ○ ○ ○ ○ 
 

296 
 

チシマザサ Sasa kurilensis var. kurilensis 
  

○ ○ ○ 
 

297  クマイザサ Sasa senanensis var. senanensis ○ ○ ○ ○ ○  

298 
 

アズマザサ Sasaella ramosa var. ramosa ○ ○ ○ ○ ○ 
 

299 
 

ヒロハノウシノケグサ Schedonorus pratensis ○ 
 

○ ○ ○ 帰化 

300 
 

ライムギ Secale cereale 
  

○ 
 

○ 帰化 

301 
 

アキノエノコログサ Setaria faberi ○ 
   

○ 
 

302 
 

コツブキンエノコロ Setaria pallidefusca ○ 
   

○ 
 

303 
 

キンエノコロ Setaria pumila ○ 
  

○ ○ 
 

304 
 

エノコログサ Setaria virides ○ ○ ○ ○ ○ 
 

305 
 

ムラサキエノコロ Setaria viridis var. minor f. misera ○ 
 

○ 
 

○ 
 

306 
 

アブラススキ Spodiopogon cotulifer var. cotulifer ○ 
   

○ 
 

307 
 

オオアブラススキ Spodiopogon sibiricum ○ 
   

○ 
 

308 
 

ハネガヤ Stipa pekinensis ○ 
  

○ ○ 
 

309 
 

カニツリグサ Trisetum bifidum 
  

○ ○ ○ 
 

310 
 

シバ Zoysia japonica 
  

○ 
 

○ 
 

311 フサザクラ フサザクラ Euptelea polyandra ○ ○ ○ 
 

○ 
 

312 ケシ クサノオウ Chelidonium majus subsp. asiaticum 
 

○ ○ ○ ○ 
 

313 
 

ムラサキケマン Corydalis incisa ○ ○ ○ ○ ○ 
 

314 
 

シロヤブケマン Corydalis incisa f. pallescens 
 

○ 
  

○ 
 

315 
 

ヤマエンゴサク Corydalis lineariloba var. lineariloba 
 

○ 
  

○ 
 

316 
 

フウロケマン Corydalis pallida var. pallida 
 

○ 
 

○ ○ 
 

317 
 

ナガミノツルケマン Corydalis raddeana 
  

○ ○ ○ 
 

318 
 

タケニグサ Macleaya cordata ○ ○ ○ ○ ○ 
 

319 アケビ ゴヨウアケビ Akebia × pentaphylla var. pentaphylla ○ 
 

○ 
 

○ 
 

320 
 

アケビ Akebia quinata ○ 
 

○ ○ ○ 
 

321 
 

ミツバアケビ Akebia trifoliata ○ 
 

○ ○ ○ 
 



 

（準備書 参-2-24ページ） 

植物確認種リスト （23／23） 

No. 科  名 和  名 学  名 
確認時期 

対象事業 

実施区域 備考 

秋季 春季 夏季 内 外 

1012 スイカズラ マツムシソウ Scabiosa japonica var. japonica ○ 
 

○ ○ ○ 
 

1013 
 

ニシキウツギ Weigela decora var. decora ○ 
 

○ 
 

○ 
 

1014 ウコギ ウド Aralia cordata var. cordata ○ ○ ○ 
 

○ 
 

1015 
 

タラノキ Aralia elata ○ ○ ○ ○ ○ 
 

1016 
 

コシアブラ Chengiopanax sciadophylloides ○ ○ ○ ○ ○ 
 

1017 
 

オカウコギ Eleutherococcus spinosus var. japonicus ○ ○ ○ 
 

○ 
 

1018 
 

ヤマウコギ Eleutherococcus spinosus var. spinosus ○ ○ ○ ○ ○ 
 

1019 
 

タカノツメ Gamblea innovans ○ 
   

○ 
 

1020 
 

ノチドメ Hydrocotyle maritima ○ ○ ○ 
 

○ 
 

1021 
 

チドメグサ Hydrocotyle sibthorpioides ○ ○ ○ 
 

○ 
 

1022 
 

ハリギリ Kalopanax septemlobus var. septemlobus ○ ○ ○ ○ ○ 
 

1023 
 

ケハリギリ Kalopanax septemlobus var. septemlobus f. maximowiczii ○ 
   

○ 
 

1024 
 

ハリブキ Oplopanax japonicus var. japonicus ○ 
 

○ 
 

○ 
 

1025 
 

トチバニンジン Panax japonicus var. japonicus ○ 
 

○ ○ ○ 
 

1026 セリ シラネセンキュウ Angelica polymorpha ○ 
 

○ 
 

○ 
 

1027 
 

シシウド Angelica pubescens var. pubescens ○ 
   

○ 
 

1028 
 

シャク Anthriscus sylvestris subsp. sylvestris 
 

○ 
  

○ 
 

1029 
 

ミツバ Cryptotaenia canadensis subsp. japonica ○ ○ ○ ○ ○ 
 

1030 
 

セリ Oenanthe javanica subsp. javanica ○ ○ ○ 
 

○ 
 

1031 
 

ヤブニンジン Osmorhiza aristata var. aristata ○ ○ ○ ○ ○ 
 

1032 
 

ミヤマヤブニンジン Osmorhiza aristata var. montana 
  

○ 
 

○ 
 

1033 
 

イワセントウソウ Pternopetalum tanakae 
 

○ ○ ○ ○ 
 

1034 
 

ウマノミツバ Sanicula chinensis ○ 
 

○ ○ ○ 
 

1035 
 

カノツメソウ Spuriopimpinella calycina 
  

○ 
 

○ 
 

1036 
 

ヤブジラミ Torilis japonica ○ 
 

○ ○ ○ 
 

1037 
 

オヤブジラミ Torilis scabra 
  

○ 
 

○ 
 

計 130科 1037種 719 496 834 490 1018 
 

注：種名及び配列は，「日本維管束植物目録」（邑田仁ほか．2012）に従った。 
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 °

20 × 20 ｍ

ｍ (出現種数)  種

10 ～ 14

2 ～ 8

1 ～ 2

～

0 ～ 1

～

～

S D･S S D･S S D･S

Ⅰ 3・3 Ⅳ 1・1

2・1 +

1・1 +

1・1 +

1・1 +

+

+

+

+

+

Ⅱ 1・2 +

1・1 +

1・1 +

+ +

+

Ⅲ 1・2 +

1・2 +

1・1 +

1・1 +

1・1 +

+ +

+ +

+ +

+ +

+ +

+

Ⅳ 2・3

2・1

1・2

1・1

1・1

 GPS No. 114 調査地： コメツガ・ウラジロモミ群落①

 (地形) 山頂：尾根：斜面：上・中・下・凹・凸：谷：平地　　　　 　

 (土壌) ポド性・褐森・赤・黄・黄褐森・アンド・グライ・擬グライ

　　　   沼沢・沖積・高湿草・非固岩屑・固岩屑・水面下　

(風　当) 強 ・ 中 ・ 弱 (傾斜方向) NEN

(日　当) 陽 ・中陰・ 陰 (傾 斜 度) 35

(土　湿) 乾・適・湿・過湿 (北　　緯) 36.04236

(面　積) (東　　経) 137.60532

(海　抜) 1,734 42

(階　層) (優占種) (高さｍ) (植被率％)

Ⅰ 高 木 層(T1) ウラジロモミ 90

Ⅱ 亜高木層(T2) ウラジロモミ 5未満

Ⅲ 低 木 層(S1) ムシカリ 10

　 　　　　(S2) ―

平成28年 6月13日

Ⅳ 草 本 層(H1) イワガラミ 50

　 　　　　(H2) ―

S P P . S P P .

ｱｸｼﾊﾞ

ﾑｼｶﾘ

ﾀﾆｷﾞｷｮｳ

Ⅴ コ ケ 層(M) ―

(群落名) コメツガ・ウラジロモミ群落

ﾋﾒｲﾁｹﾞ

ﾎｳﾁｬｸｿｳ

ｺﾐﾈｶｴﾃﾞ

ｾﾘﾊﾞｵｳﾚﾝ

ｷﾖﾀｷｼﾀﾞ

ｷﾞﾝﾘｮｳｿｳ

ｲﾜｾﾝﾄｳｿｳ

ｺﾒﾂｶﾞ

ﾔﾏｱｼﾞｻｲ

ｺﾒﾂｶﾞ

ｲﾜｶﾞﾗﾐ

ﾂｸﾊﾞﾈｿｳ

ｴﾝﾚｲｿｳ

ﾏﾝﾈﾝｽｷﾞ

ｼﾅﾉｷ

ﾀｹｼﾏﾗﾝ

ﾑｼｶﾘ

ﾁｼﾏｻﾞｻ

ﾉﾘｳﾂｷﾞ

ﾑﾗｻｷﾔｼｵ

ｽﾞﾀﾞﾔｸｼｭ

ﾊﾘﾌﾞｷ

ﾔﾏｿﾃﾂ

ﾎｿﾊﾞﾄｳｹﾞｼﾊﾞ

ｺﾐﾈｶｴﾃﾞ ｺｼｱﾌﾞﾗ

ﾘｮｳﾌﾞ

ｵｼﾀﾞ

ﾐﾔﾏｶﾀﾊﾞﾐ

ﾋﾒｽｹﾞ

ｺﾞﾖｳｲﾁｺﾞ

ﾘｮｳﾌﾞ

ｶﾂﾗ

ｳﾗｼﾞﾛﾓﾐ

ｻﾜﾗ

ｴﾝｺｳｶｴﾃﾞ

ｻﾅｷﾞｲﾁｺﾞ

ｲﾜｶﾞﾗﾐ

注）　Ｓ：階層 （stratum）
　　　Ｄ･Ｓ：優占度（dominance）・群度（sociability）
　　　ＳＰＰ．：種名

ｼﾉﾌﾞｶｸﾞﾏ

ｺﾞｾﾞﾝﾀﾁﾊﾞﾅ

S P P .

ｳﾗｼﾞﾛﾓﾐ

ﾀﾞｹｶﾝﾊﾞ

ｺﾒﾂｶﾞ

ｶﾗﾏﾂ

ｼﾗｶﾊﾞ

ｳﾗｼﾞﾛﾓﾐ

ｵｶﾞﾗﾊﾞﾅ

ｳﾗｼﾞﾛﾓﾐ

ｺﾒﾂｶﾞ

ｳﾗｼﾞﾛﾓﾐ

ｶﾗﾏﾂ

ｳﾗｼﾞﾛﾓﾐ

ｵｶﾞﾗﾊﾞﾅ

ｳﾗｼﾞﾛﾓﾐ

ｲﾜｶﾞﾗﾐ

ﾑｼｶﾘ

ﾉﾘｳﾂｷﾞ

ｵｼﾀﾞ

ｺﾞｾﾞﾝﾀﾁﾊﾞﾅ

ｷﾖﾀｷｼﾀﾞ
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 °

20 × 20 ｍ

ｍ (出現種数)  種

10 ～ 20

5 ～ 10

1 ～ 5

～

0 ～ 1

～

～

S D･S S D･S S D･S

Ⅰ 4・4 Ⅳ + Ⅳ +

1・1 + +

1・1 +

+

+

Ⅱ 4・4 +

1・1 +

+ +

+

+

Ⅲ 2・2 +

1・2 +

+ +

+ +

+ +

+ +

+ +

+ +

+ +

+ +

+ +

+ +

+

+

+

Ⅳ 3・3 +

1・2 +

1・2 +

1・2 +

1・1 +

+ +

+ +

+ +

+ +

+ +

 GPS No. 113 調査地： コメツガ・ウラジロモミ群落②

 (地形) 山頂：尾根：斜面：上・中・下・凹・凸：谷：平地　　　　 　

 (土壌) ポド性・褐森・赤・黄・黄褐森・アンド・グライ・擬グライ

　　　   沼沢・沖積・高湿草・非固岩屑・固岩屑・水面下　

(風　当) 強 ・ 中 ・ 弱 (傾斜方向) SE

(日　当) 陽 ・中陰・ 陰 (傾 斜 度) 11

(土　湿) 乾・適・湿・過湿 (北　　緯) 36.04157

(面　積) (東　　経) 137.62591

(海　抜) 1,366 57

(階　層) (優占種) (高さｍ) (植被率％)

Ⅰ 高 木 層(T1) ウラジロモミ 100

Ⅱ 亜高木層(T2) ヒノキ 70

Ⅲ 低 木 層(S1) コシアブラ 40

　 　　　　(S2) ―

Ⅳ 草 本 層(H1) イワガラミ 90

　 　　　　(H2) ―

S P P . S P P . S P P .

ｳﾗｼﾞﾛﾓﾐ

Ⅴ コ ケ 層(M) ―

(群落名) コメツガ・ウラジロモミ群落 平成28年 6月13日

ｺｼｱﾌﾞﾗ

ﾊﾘｷﾞﾘ

ﾐｽﾞﾅﾗ

ｼﾗﾋﾞｿ ﾄﾁﾉｷ

ｼﾅﾉｷ

ｲﾜｶﾞﾗﾐ

ﾂｸﾊﾞﾈｿｳ

ｼﾉﾌﾞｶｸﾞﾏ

ｺｼｱﾌﾞﾗ

ﾋﾉｷ

ｲﾇﾂｹﾞ

ｺﾊﾞﾉﾌﾕｲﾁｺﾞ

ﾔﾏｳﾙｼ

ﾁｼﾏｻﾞｻ

ｼﾗﾈﾜﾗﾋﾞ

ﾀﾆｷﾞｷｮｳ

ｺｼｱﾌﾞﾗ ﾂﾀｳﾙｼ

ｴﾝﾚｲｿｳ

ﾐﾔﾏｻﾞｸﾗ

ｳﾘﾊﾀﾞｶｴﾃﾞ

ﾔﾏﾂﾂｼﾞ

ｵｵﾐﾔﾏｶﾞﾏｽﾞﾐ

ｵｵﾐﾔﾏｶﾞﾏｽﾞﾐ

ｳﾜﾐｽﾞｻﾞｸﾗ

ﾂﾙﾘﾝﾄﾞｳ

ｻｻﾊﾞｷﾞﾝﾗﾝ

ｳﾗｹﾞｴﾝｺｳ

ｺﾐﾈｶｴﾃﾞ

ｲﾜｾﾝﾄｳｿｳ

ｱﾘﾄﾞｵｼﾗﾝ

ﾋﾄﾂﾊﾞｶｴﾃﾞ

ｺﾊｳﾁﾜｶｴﾃﾞ

ｻﾙﾅｼ

ｳﾘﾊﾀﾞｶｴﾃﾞ

ﾏﾝﾈﾝｽｷﾞ

ﾎｿﾊﾞﾄｳｹﾞｼﾊﾞ

ﾄｳﾋ

ﾐﾔﾏｽﾐﾚ

ﾐﾔﾏﾆｶﾞｲﾁｺﾞ

ｸﾏｲｻﾞｻ

ﾏｲﾂﾞﾙｿｳ

ﾎｿﾊﾞﾅﾗｲｼﾀﾞ

ﾍﾋﾞﾉﾈｺﾞｻﾞ

ｵｼﾀﾞ

ｲﾜｶﾞﾗﾐ

ﾐﾔﾏｲﾎﾞﾀ

ﾌﾓﾄｽﾐﾚ

注）　Ｓ：階層 （stratum）
　　　Ｄ･Ｓ：優占度（dominance）・群度（sociability）
　　　ＳＰＰ．：種名

ﾑｼｶﾘ

ﾂﾊﾞﾒｵﾓﾄ

ﾀｹｼﾏﾗﾝ

ｽﾞﾀﾞﾔｸｼｭ

ﾔﾏｳﾙｼ

ﾕｷｻﾞｻ

ｷｿﾁﾄﾞﾘ

ﾐﾔﾏﾜﾗﾋﾞ

ﾎｳﾁｬｸｿｳ

ﾐｽﾞﾅﾗ

ﾐﾔﾏｻﾞｸﾗ

ﾇﾙﾃﾞ

ｺﾌﾀﾊﾞﾗﾝ

ﾔﾏｸﾜｶﾞﾀ

ｱｻﾉﾊｶｴﾃﾞ

ｳﾗｼﾞﾛﾓﾐ

ﾋﾉｷ

ｺｼｱﾌﾞﾗ

ﾔﾏｳﾙｼ

ｵｼﾀﾞ

ｵｼﾀﾞ
ｲﾜｶﾞﾗﾐ

ﾏｲﾂﾞﾙｿｳ

ﾕｷｻﾞｻ

 



 

（準備書 参-2-27ページ） 

 

 °

20 × 20 ｍ

ｍ (出現種数)  種

8 ～ 16

5 ～ 8

1 ～ 2

～

0 ～ 1

～

～

S D･S S D･S S D･S

Ⅰ 3・3

3・3

3・3

1・2

1・2

Ⅱ 1・1

1・1

1・1

Ⅲ 1・2

1・1

Ⅳ 1・1

+

+

+

+

+

+

+

+

+

+

+

+

+

ｷｮｳﾏﾙｼｬｸﾅｹﾞ

ｺｼｱﾌﾞﾗ

ﾐｽﾞﾅﾗ

ｷｮｳﾏﾙｼｬｸﾅｹﾞ

ｺﾒﾂｶﾞ

 GPS No. 110 調査地： ヒノキ群落①

 (地形) 山頂：尾根：斜面：上・中・下・凹・凸：谷：平地　　　　 　

 (土壌) ポド性・褐森・赤・黄・黄褐森・アンド・グライ・擬グライ

　　　   沼沢・沖積・高湿草・非固岩屑・固岩屑・水面下　

(風　当) 強 ・ 中 ・ 弱 (傾斜方向) SWS

(日　当) 陽 ・中陰・ 陰 (傾 斜 度) 35

(土　湿) 乾・適・湿・過湿 (北　　緯) 36.03499

(面　積) (東　　経) 137.63202

(海　抜) 1,574 19

(階　層) (優占種) (高さｍ) (植被率％)

Ⅰ 高 木 層(T1) ヒノキ 100

Ⅱ 亜高木層(T2) コシアブラ 10

Ⅲ 低 木 層(S1) キョウマルシャクナゲ 5

　 　　　　(S2) ―

Ⅳ 草 本 層(H1) クロソヨゴ 5未満

　 　　　　(H2) ―

S P P .

Ⅴ コ ケ 層(M) ―

(群落名) ヒノキ群落

S P P .

平成28年 6月12日

ｺｼｱﾌﾞﾗ

ﾑﾗｻｷﾔｼｵ

ﾂﾙﾂｹﾞ

ｸﾛｿﾖｺﾞ

ﾋﾉｷ

ｷﾞﾝﾘｮｳｿｳ

ｷｮｳﾏﾙｼｬｸﾅｹﾞ

ﾑｼｶﾘ

ｳｽﾉｷ

ｼﾉﾌﾞｶｸﾞﾏ

ｶｴﾃﾞ属sp.

　　　ＳＰＰ．：種名

ﾐﾈｶｴﾃﾞ

注）　Ｓ：階層 （stratum）
　　　Ｄ･Ｓ：優占度（dominance）・群度（sociability）

ﾅﾅｶﾏﾄﾞ

ｸﾏｲｻﾞｻ

S P P .

ｸﾛﾍﾞ

ｼﾗｶﾊﾞ

ｺﾒﾂｶﾞ

ﾋﾉｷ

ﾋﾒｺﾏﾂ

ﾋﾉｷ

ﾋﾒｺﾏﾂ

ﾋﾉｷ

ｺﾒﾂｶﾞ

ｺｼｱﾌﾞﾗ

ｷｮｳﾏﾙｼｬｸﾅｹﾞ

ｷｮｳﾏﾙｼｬｸﾅｹﾞ

ｸﾛｿﾖｺﾞ

ｸﾛｿﾖｺﾞ
ﾂﾙﾂｹﾞ

 



 

（準備書 参-2-28ページ） 

 

 °

20 × 20 ｍ

ｍ (出現種数)  種

8 ～ 20

5 ～ 8

1 ～ 5

～

0 ～ 1

～

～

S D･S S D･S S D･S

Ⅰ 3・3 Ⅳ +

3・3 +

2・1 +

2・1 +

1・1 +

1・1 +

+

+

+

+

Ⅱ 2・1 +

2・1 +

1・1 +

1・1 +

+

Ⅲ 1・1 +

1・1 +

1・1

+

+

+

+

+

Ⅳ 2・1

1・1

1・1

+

+

+

+

+

+

+

 GPS No. 103 調査地： ヒノキ群落②

 (地形) 山頂：尾根：斜面：上・中・下・凹・凸：谷：平地　　　　 　

 (土壌) ポド性・褐森・赤・黄・黄褐森・アンド・グライ・擬グライ

　　　   沼沢・沖積・高湿草・非固岩屑・固岩屑・水面下　

(風　当) 強 ・ 中 ・ 弱 (傾斜方向) WNW

(日　当) 陽 ・中陰・ 陰 (傾 斜 度) 38

(土　湿) 乾・適・湿・過湿 (北　　緯) 36.12581

(面　積) (東　　経) 137.72956

(海　抜) 1,116 37

(階　層) (優占種) (高さｍ) (植被率％)

Ⅰ 高 木 層(T1) ヒノキ 95

Ⅱ 亜高木層(T2) ケヤマハンノキ 40

Ⅲ 低 木 層(S1) ヒノキ 40

　 　　　　(S2) ―

Ⅳ 草 本 層(H1) オシダ 30

　 　　　　(H2) ―

Ⅴ コ ケ 層(M) ―

(群落名) ヒノキ群落 平成28年 6月10日

S P P . S P P .

ﾄﾗﾉｵｼﾀﾞ

ﾐﾔﾏｲﾎﾞﾀ

S P P .

ﾔﾏｳﾙｼ

ｼﾞｬﾆﾝｼﾞﾝ

ﾉﾘｳﾂｷﾞ

ｴﾝﾚｲｿｳ

ﾔﾏﾌﾞﾄﾞｳ

ﾘｮｳﾌﾞ

ﾒｸﾞｽﾘﾉｷ

ｹﾔﾏﾊﾝﾉｷ ｲﾜｾﾝﾄｳｿｳ

ｹﾔｷ

ﾐﾔﾏｳｽﾞﾗ

ﾐﾈｶｴﾃﾞ

ﾂｶﾞ

ｸﾛｲﾁｺﾞ

ﾐﾔﾏﾅﾙｺﾕﾘ

ﾘｮｳﾌﾞ

ﾋﾉｷ

ﾄﾁﾉｷ

ｳｽｹﾞｸﾛﾓｼﾞ

ｻﾞﾘｺﾐ

ﾘｮｳﾌﾞ

ﾑﾗｻｷｼｷﾌﾞ

ﾑﾗｻｷﾔｼｵ

ﾂｶﾞ

ｺﾊｳﾁﾜｶｴﾃﾞ

ﾂｶﾞ

ｿﾖｺﾞ

ﾆﾜﾄｺ

ﾀﾞﾝｺｳﾊﾞｲ

ﾌｼﾞｼﾀﾞ

ｵｼﾀﾞ

ｺﾐﾈｶｴﾃﾞ

ｺﾏﾕﾐ

ﾎｿﾊﾞﾅﾗｲｼﾀﾞ

ｺｹｼﾉﾌﾞ

注）　Ｓ：階層 （stratum）
　　　Ｄ･Ｓ：優占度（dominance）・群度（sociability）
　　　ＳＰＰ．：種名

ﾂｸﾊﾞﾈｿｳ

ｲﾜｶﾞﾗﾐ

ｹﾔﾏﾊﾝﾉｷ

ｺﾒﾂｶﾞ

ﾋﾉｷ

ﾏﾂﾌﾞｻ

ｺﾌﾞｼ

ﾘｮｳﾌﾞ

ﾋﾉｷ

ｺﾒﾂｶﾞ

ﾋﾉｷ

ﾋﾉｷ

ｹﾔﾏﾊﾝﾉｷ

ﾘｮｳﾌﾞ ﾑﾗｻｷﾔｼｵ

ﾘｮｳﾌﾞ

ｵｼﾀﾞ

ｺｹｼﾉﾌﾞ

 



 

（準備書 参-2-29ページ） 

 

 °

20 × 20 ｍ

ｍ (出現種数)  種

8 ～ 13

5 ～ 8

1 ～ 5

～

0 ～ 1

～

～

S D･S S D･S S D･S

Ⅰ 3・3 Ⅳ +

3・3

2・1

1・2

Ⅱ 1・2

1・1

Ⅲ 2・2

1・1

1・1

+

Ⅳ 1・1

+

+

+

+

+

+

+

+

+

+

+

+

+

+

+

+

+

+

+

 GPS No. 779 調査地： クリ・ミズナラ・シラカバ群落①

 (地形) 山頂：尾根：斜面：上・中・下・凹・凸：谷：平地　　　　 　

 (土壌) ポド性・褐森・赤・黄・黄褐森・アンド・グライ・擬グライ

　　　   沼沢・沖積・高湿草・非固岩屑・固岩屑・水面下　

(風　当) 強 ・ 中 ・ 弱 (傾斜方向) NE

(日　当) 陽 ・中陰・ 陰 (傾 斜 度) 36

(土　湿) 乾・適・湿・過湿 (北　　緯) 36.04303

(面　積) (東　　経) 137.68871

(海　抜) 1,366 25

(階　層) (優占種) (高さｍ) (植被率％)

Ⅰ 高 木 層(T1) ミズナラ 100

Ⅱ 亜高木層(T2) ミズナラ 30

Ⅲ 低 木 層(S1) リョウブ 5

　 　　　　(S2) ―

Ⅳ 草 本 層(H1) ミズナラ 5

　 　　　　(H2) ―

Ⅴ コ ケ 層(M) ―

(群落名) クリ・ミズナラ・シラカバ群落 平成28年 6月11日

S P P .

ﾔﾏﾄﾞﾘｾﾞﾝﾏｲ

ﾏﾝﾈﾝｽｷﾞ

ﾘｮｳﾌﾞ

ﾐｽﾞﾅﾗ

ﾘｮｳﾌﾞ

ｱｵﾊﾀﾞ

ｻﾜﾌﾀｷﾞ

ﾐｽﾞﾅﾗ

ﾔﾏｳﾙｼ

ｷﾞﾎﾞｳｼ属sp.

ﾋﾒｽｹﾞ

ﾍﾋﾞﾉﾈｺﾞｻﾞ

ｱｷﾉｷﾘﾝｿｳ

ｳﾗｼﾞﾛﾓﾐ

ｸﾘ

ﾜﾗﾋﾞ

ﾊﾘｷﾞﾘ

ﾉﾘｳﾂｷﾞ

ｺｼｱﾌﾞﾗ

ﾋﾒﾉｶﾞﾘﾔｽ

ﾏﾙﾊﾞｻﾝｷﾗｲ

ﾘｮｳﾌﾞ

ｵﾄｺﾖｳｿﾞﾒ

ｲﾁﾔｸｿｳ

注）　Ｓ：階層 （stratum）
　　　Ｄ･Ｓ：優占度（dominance）・群度（sociability）
　　　ＳＰＰ．：種名

ｱｶﾏﾂ

ｻｻﾊﾞｷﾞﾝﾗﾝ

S P P . S P P .

ｼﾗｶﾊﾞ

ｺｼｱﾌﾞﾗ

ｸﾘ

ﾐｽﾞﾅﾗ ﾋｶｹﾞﾉｶｽﾞﾗ

ﾐｽﾞﾅﾗ

ﾐｽﾞﾅﾗ
ｸﾘ

ｺｼｱﾌﾞﾗ

ﾐｽﾞﾅﾗ

ﾘｮｳﾌﾞ

ﾘｮｳﾌﾞ
ｻﾜﾌﾀｷﾞ

ﾍﾋﾞﾉﾈｺﾞｻﾞ
ﾋﾒｽｹﾞ

 



 

（準備書 参-2-30ページ） 

 

 °

20 × 20 ｍ

ｍ (出現種数)  種

8 ～ 15

2 ～ 8

0.8 ～ 2

～

0 ～ 1

0 ～ 1

～

S D･S S D･S S D･S

Ⅰ 3・3 Ⅳ 2・2 Ⅳ +

2・1 2・2 +

2・1 + +

+ +

+ +

Ⅱ 2・2 + +

2・2 + +

2・1 + +

2・1 + +

2・1 +

+ +

+

+

+

+

Ⅲ 2・1 +

1・1 +

1・1 +

1・1 +

1・1 +

1・1 +

1・1 +

+ +

+ +

+ +

+ +

+ +

+ +

+ +

+ +

+

+

+

+

+

 GPS No. 104 調査地： クリ・ミズナラ・シラカバ群落②

 (地形) 山頂：尾根：斜面：上・中・下・凹・凸：谷：平地　　　　 　

 (土壌) ポド性・褐森・赤・黄・黄褐森・アンド・グライ・擬グライ

　　　   沼沢・沖積・高湿草・非固岩屑・固岩屑・水面下　

(風　当) 強 ・ 中 ・ 弱 (傾斜方向) S

(日　当) 陽 ・中陰・ 陰 (傾 斜 度) 32

(土　湿) 乾・適・湿・過湿 (北　　緯) 36.10125

(面　積) (東　　経) 137.70184

(海　抜) 1,456 56

(階　層) (優占種) (高さｍ) (植被率％)

Ⅰ 高 木 層(T1) ミズナラ 90

Ⅱ 亜高木層(T2) ミズナラ 30

Ⅲ 低 木 層(S1) ガマズミ 10

　 　　　　(S2) ―

平成28年 6月11日

Ⅳ 草 本 層(H1) フタリシズカ 40

　 　　　　(H2) ツリフネソウ 40

S P P .

ﾐｽﾞﾅﾗ ﾌﾀﾘｼｽﾞｶ

ｳﾘﾊﾀﾞｶｴﾃﾞ

ﾐﾂﾊﾞｱｹﾋﾞ

Ⅴ コ ケ 層(M) ―

(群落名) クリ・ミズナラ・シラカバ群落

ｼﾗｶﾊﾞ

ｻﾜｸﾞﾙﾐ

ｻｻﾊﾞｷﾞﾝﾗﾝ

ﾂﾘﾌﾈｿｳ

S P P . S P P .

ﾐﾔﾏｻﾞｸﾗ

ｻﾙﾄﾘｲﾊﾞﾗ

ｲﾁﾔｸｿｳ属sp.

ﾀﾞﾝｺｳﾊﾞｲ

ﾌﾞﾅ

ｼﾅﾉｷ

ﾊﾘｷﾞﾘ

ｻﾜﾌﾀｷﾞ

ｶｴﾃﾞ属sp.

ﾐｽﾞﾅﾗ

ﾅﾙｺﾕﾘ

ﾐｽﾞﾅﾗ

ｽｽﾞﾗﾝ

ﾋﾄﾂﾊﾞｶｴﾃﾞ

ﾀﾞﾝｺｳﾊﾞｲ

ﾏﾙﾊﾞｱｵﾀﾞﾓ

ﾐﾔﾏｻﾞｸﾗ

ｶﾞﾏｽﾞﾐ

ｲﾀﾄﾞﾘ

ｶﾞﾏｽﾞﾐ

ﾘｮｳﾌﾞ

ｷｹﾝｼｮｳﾏ

ｵｼﾀﾞ

ﾐｽﾞﾅﾗ

ﾂﾉﾊｼﾊﾞﾐ

ｼﾅﾉｷ

ｲﾇｼﾃﾞ ｺﾐﾈｶｴﾃﾞ

ｳﾘｶｴﾃﾞ

ｸﾘ ﾉﾘｸﾗｱｻﾞﾐ

ｱｸｼﾊﾞ

ｷﾞﾎﾞｳｼ属sp.

ﾊﾘｷﾞﾘ

ｵｵｶﾓﾒﾂﾞﾙ

ｳﾗｼﾞﾛﾉｷ ｸﾘ

ﾐﾔﾏｶﾞﾏｽﾞﾐ ﾐﾂﾊﾞﾂﾁｸﾞﾘ

ｼﾗｶﾊﾞ

注）　Ｓ：階層 （stratum）
　　　Ｄ･Ｓ：優占度（dominance）・群度（sociability）
　　　ＳＰＰ．：種名

ﾅｶﾞﾊﾞﾓﾐｼﾞｲﾁｺﾞ

ﾋﾛﾊﾊﾅﾔｽﾘ

ｺﾏﾕﾐ

ﾔﾏﾊｷﾞ

ｵｶﾄﾗﾉｵ

ﾔﾏｶｼｭｳ

ｽｹﾞ属sp.

ﾐﾔﾏｶﾞﾏｽﾞﾐ

ﾏﾀﾀﾋﾞ

ﾂﾙﾘﾝﾄﾞｳ

ｹﾀｶﾞﾈｿｳ

ｲﾛﾊﾓﾐｼﾞ

ｸﾙﾏﾊﾞｿｳ

ｲﾀﾔｶｴﾃﾞ

ﾔﾏｳﾙｼ

ﾊｼﾘﾄﾞｺﾛ

ﾌｷ

ｱｸｼﾊﾞ

ｺﾊｳﾁﾜｶｴﾃﾞ

ﾜﾗﾋﾞ

ﾐｽﾞﾅﾗ
ﾐｽﾞﾅﾗ

ｻﾜｸﾞﾙﾐ

ﾐｽﾞﾅﾗ

ｲﾀﾔｶｴﾃﾞsp.

ｶﾞﾏｽﾞﾐ
ﾐﾔﾏｻﾞｸﾗ ﾏﾙﾊﾞ

ｱｵﾀﾞﾓ

ﾌﾀﾘｼｽﾞｶ
ﾂﾘﾌﾈｿｳ

ｵｼﾀﾞ

 



 

（準備書 参-2-31ページ） 

 

 °

20 × 20 ｍ

ｍ (出現種数)  種

8 ～ 13

5 ～ 8

1 ～ 5

～

0 ～ 1

～

～

S D･S S D･S S D･S

Ⅰ 5・5 Ⅳ +

2・1 +

1・1 +

+

+

Ⅱ 1・1 +

1・1 +

+

+

+

Ⅲ 1・1 +

1・1 +

+ +

+

+

Ⅳ 2・2 +

2・2 +

1・1 +

1・1 +

1・1 +

1・1 +

1・1 +

1・1 +

+ +

+ +

+ +

+ +

+ +

+

+

+

+

+

+

+

 GPS No. 776 調査地： クリ・ミズナラ・シラカバ群落③

 (地形) 山頂：尾根：斜面：上・中・下・凹・凸：谷：平地　　　　 　

 (土壌) ポド性・褐森・赤・黄・黄褐森・アンド・グライ・擬グライ

　　　   沼沢・沖積・高湿草・非固岩屑・固岩屑・水面下　

(風　当) 強 ・ 中 ・ 弱 (傾斜方向) WNW

(日　当) 陽 ・中陰・ 陰 (傾 斜 度) 33

(土　湿) 乾・適・湿・過湿 (北　　緯) 36.11637

(面　積) (東　　経) 137.71833

(海　抜) 1,511 50

(階　層) (優占種) (高さｍ) (植被率％)

Ⅰ 高 木 層(T1) ミズナラ 100

Ⅱ 亜高木層(T2) ミズナラ 10

Ⅲ 低 木 層(S1) ミズナラ 10

　 　　　　(S2) ―

Ⅳ 草 本 層(H1) クマイザサ 40

　 　　　　(H2) ―

Ⅴ コ ケ 層(M) ―

(群落名) クリ・ミズナラ・シラカバ群落 平成28年 6月11日

ﾋﾒﾉｶﾞﾘﾔｽ

S P P . S P P . S P P .

ﾐｽﾞﾅﾗ ｵｶﾄﾗﾉｵ

ﾐﾔﾏﾆｶﾞｲﾁｺﾞ

ｼﾗｶﾊﾞ

ﾉﾘｳﾂｷﾞ

ｻｻﾊﾞｷﾞﾝﾗﾝ

ｸﾘ

ｷｼﾞﾑｼﾛ属sp.

ｸﾘ

ｼﾅﾉｷ

ﾐｽﾞﾅﾗ ﾏﾙﾊﾞﾊｷﾞ

ﾘｮｳﾌﾞ

ﾐﾔﾏｶﾞﾏｽﾞﾐ

ﾐﾔﾏﾅﾙｺﾕﾘ

ﾘｮｳﾌﾞ

ｱｸｼﾊﾞ

ﾐｽﾞﾅﾗ ﾍﾋﾞﾉﾈｺﾞｻﾞ

ﾅﾅｶﾏﾄﾞ

ｹﾀｶﾞﾈｿｳ

ｸﾏｲｻﾞｻ

ﾂﾉﾊｼﾊﾞﾐ

ｸﾛﾎﾞｼｿｳ

ﾂﾙｳﾒﾓﾄﾞｷ

ｺｼｱﾌﾞﾗ

ｱｶﾏﾂ

ﾐﾔﾏｻﾞｸﾗ

ﾔﾏﾌﾞﾄﾞｳ

ﾋｶｹﾞﾉｶｽﾞﾗ

ｷﾞﾎﾞｳｼ属sp.

ｱｷﾉｷﾘﾝｿｳ

ｱｵﾊﾀﾞ

ｳﾜﾐｽﾞｻﾞｸﾗ

ﾋﾒｽｹﾞ

ﾋﾄﾂﾊﾞｶｴﾃﾞ

ｺﾊｳﾁﾜｶｴﾃﾞ

ﾐｽﾞﾅﾗ

ｵﾄｺｴｼ

ﾎﾀﾙﾌﾞｸﾛ属sp.

ｶｽﾐｻﾞｸﾗ

ｲﾁﾔｸｿｳ

ﾐﾔﾏｶﾞﾏｽﾞﾐ

注）　Ｓ：階層 （stratum）
　　　Ｄ･Ｓ：優占度（dominance）・群度（sociability）
　　　ＳＰＰ．：種名

ﾔﾏｳﾙｼ

ﾔﾏﾎﾞｸﾁ属sp.

ﾊﾘｷﾞﾘ

ｳﾘﾊﾀﾞｶｴﾃﾞ

ｳﾂﾎﾞｸﾞｻ

ｺﾒﾂｶﾞ

ﾆｶﾞﾅ

ﾂﾘｶﾞﾈﾆﾝｼﾞﾝ

ｳﾒｶﾞｻｿｳ

ﾌｷ

ﾜﾗﾋﾞ

ﾔﾏﾊﾊｺ

ﾐｽﾞﾅﾗ

ﾐｽﾞﾅﾗ

ｼﾗｶﾝﾊﾞ

ｸﾘ

ﾐｽﾞﾅﾗ

ｼﾅﾉｷ

ｸﾏｲｻﾞｻ ﾘｮｳﾌﾞ

ｹﾀｶﾞﾈｿｳ

ｱｸｼﾊﾞ

 



 

（準備書 参-2-32ページ） 

 

 °

20 × 20 ｍ

ｍ (出現種数)  種

8 ～ 16

2 ～ 8

1 ～ 2

～

0 ～ 1

～

～

S D･S S D･S S D･S

Ⅰ 4・4 Ⅳ 1・2 Ⅳ +

2・1 1・2 +

2・1 1・1 +

2・1 1・1 +

1・1 1・1

1・1 +

+

+

+

+

Ⅱ 1・1 +

1・1 +

1・1 +

1・1 +

1・1 +

+

+

+

+

+

Ⅲ 1・1 +

1・1 +

1・1 +

1・1 +

1・1 +

1・1 +

+ +

+ +

+ +

+ +

+ +

+ +

+

+

+

 GPS No. 780 調査地： クリ・コナラ群落①

 (地形) 山頂：尾根：斜面：上・中・下・凹・凸：谷：平地　　　　 　

 (土壌) ポド性・褐森・赤・黄・黄褐森・アンド・グライ・擬グライ

　　　  沼沢・沖積・高湿草・非固岩屑・固岩屑・水面下　

(風　当) 強 ・ 中 ・ 弱 (傾斜方向) NNE

(日　当) 陽 ・中陰・ 陰 (傾 斜 度) 32

(土　湿) 乾・適・湿・過湿 (北　　緯) 36.15943

(面　積) (東　　経) 137.84877

(海　抜) 1,132 48

(階　層) (優占種) (高さｍ) (植被率％)

Ⅰ 高 木 層(T1) コナラ 95

Ⅱ 亜高木層(T2) ホオノキ 10

Ⅲ 低 木 層(S1) ヤマツツジ 30

　 　　　　(S2) ―

平成28年 6月12日

Ⅳ 草 本 層(H1) ツルシキミ 40

　 　　　　(H2) ―

S P P .

ｺﾅﾗ ﾂﾙｼｷﾐ

ﾅﾙｺﾕﾘ

ﾂｶﾞ

Ⅴ コ ケ 層(M) ―

(群落名) クリ・コナラ群落

ｶｽﾐｻﾞｸﾗ

ﾐｽﾞﾅﾗ

ﾏｲﾂﾞﾙｿｳ

ｵｸﾓﾐｼﾞﾊｸﾞﾏ

S P P . S P P .

ｺｼｱﾌﾞﾗ

ｱｶﾏﾂ

ﾔﾌﾞﾚｶﾞｻ

ﾎｵﾉｷ

ﾔｼｬﾌﾞｼ

ｹﾀｶﾞﾈｿｳ

ﾁｺﾞﾕﾘ

ﾀﾁﾄﾞｺﾛ

ｳﾜﾐｽﾞｻﾞｸﾗ

ｺﾅﾗ

ｼｵﾃﾞ

ﾋﾄﾂﾊﾞｶｴﾃﾞ

ｺﾏﾕﾐ

ﾐｽﾞﾅﾗ

ﾔﾏﾓﾐｼﾞ

ｺﾊｳﾁﾜｶｴﾃﾞ

ｵｵｶﾓﾒﾂﾞﾙ

ｱｵﾊﾀﾞ

ｳﾘｶｴﾃﾞ

ｷﾞﾝﾘｮｳｿｳ

ｺﾊｳﾁﾜｶｴﾃﾞ

ｱｵﾀﾞﾓ

ﾂﾉﾊｼﾊﾞﾐ

ｳﾘﾊﾀﾞｶｴﾃﾞ

ﾘｮｳﾌﾞ

ﾔﾏｳｸﾞｲｽｶｸﾞﾗ

ﾏﾂﾌﾞｻ

ｿﾖｺﾞ

ﾂｶﾞ

ﾔﾏｳﾙｼ

ﾂﾙﾘﾝﾄﾞｳｳﾗｼﾞﾛﾓﾐ

ｼﾞｶﾞﾊﾞﾁｿｳｺﾊｳﾁﾜｶｴﾃﾞ

ｲﾁﾔｸｿｳ

ﾜﾀｹﾞｶﾏﾂｶ

ﾅﾅｶﾏﾄﾞ

ｻｻﾕﾘ

ﾔﾏﾂﾂｼﾞ

注）　Ｓ：階層 （stratum）
　　　Ｄ･Ｓ：優占度（dominance）・群度（sociability）
　　　ＳＰＰ．：種名

ｻﾜﾌﾀｷﾞ

ｱｸｼﾊﾞ

ｶﾞﾏｽﾞﾐ

ｻｻﾊﾞｷﾞﾝﾗﾝ

ﾎｵﾉｷ

ﾀﾑｼﾊﾞ

ﾈｼﾞｷ

ﾔﾏﾂﾂｼﾞ

ﾂﾉﾊｼﾊﾞﾐ

ｶﾞﾏｽﾞﾐ

ｱｵﾊﾀﾞ

ｳﾜﾐｽﾞｻﾞｸﾗ

ｶｽﾐｻﾞｸﾗ

ｳﾘｶｴﾃﾞ

ﾋﾄﾂﾊﾞｶｴﾃﾞ

ｺﾅﾗ

ｺﾅﾗ
ﾐｽﾞﾅﾗ

ﾎｵﾉｷ

ﾎｵﾉｷﾔﾏﾓﾐｼﾞ

ﾔﾏﾂﾂｼﾞ

ﾈｼﾞｷ

ﾂﾙｼｷﾐ

ｵｸﾓﾐｼﾞﾊｸﾞﾏ

ｳﾘｶｴﾃﾞ

 



 

（準備書 参-2-33ページ） 

 

 °

20 × 20 ｍ

ｍ (出現種数)  種

8 ～ 18

2 ～ 10

0.8 ～ 2

～

0 ～ 1

～

～

S D･S S D･S S D･S

Ⅰ 3・3 Ⅳ +

2・2 +

+

+

+

Ⅱ 3・3 +

1・1 +

1・1 +

1・1 +

1・1 +

1・1 +

1・1

1・1

1・1

Ⅲ 2・2

2・2

2・2

1・1

1・1

1・1

+

+

+

+

Ⅳ 1・1

1・1

1・1

1・1

+
注）　Ｓ：階層 （stratum）
　　　Ｄ･Ｓ：優占度（dominance）・群度（sociability）
　　　ＳＰＰ．：種名

ｺﾐﾈｶｴﾃﾞ

ｿﾖｺﾞ

ﾋﾉｷ

ｽｽﾞﾀｹ

ｺﾅﾗ

ﾑﾗｻｷｼｷﾌﾞ

ﾐﾔﾏｶﾞﾏｽﾞﾐ

ｺﾅﾗ

ｲﾇｶﾞﾔ

ﾂｶﾞ

ﾐｽﾞｷ

ﾘｮｳﾌﾞ

ﾋﾉｷ

ｶﾞﾏｽﾞﾐ

ｿﾖｺﾞ

ｻﾜﾌﾀｷﾞ

ｱｶﾏﾂ

ﾂｶﾞ

ﾔﾏｻﾞｸﾗ

ｶﾞﾏｽﾞﾐ ﾐﾔﾏｶﾞﾏｽﾞﾐ

ﾐｽﾞｷ

ﾋﾉｷ

ﾂﾙﾏｻｷ

ｻﾝｼｮｳ

ﾏﾙﾊﾞｱｵﾀﾞﾓ

ﾘｮｳﾌﾞ

ｺﾅﾗ

ﾘｮｳﾌﾞ

ﾐｽﾞｷ

ﾂｶﾞ

ﾔﾏﾂﾂｼﾞ

ｱｶﾏﾂ

ｱｸｼﾊﾞ

ﾔﾏｳﾙｼ

S P P . S P P . S P P .

ｺﾅﾗ ｶﾞﾏｽﾞﾐ

Ⅴ コ ケ 層(M) ―

(群落名) クリ・コナラ群落 平成28年 6月10日

Ⅳ 草 本 層(H1) コナラ 5

　 　　　　(H2) ―

Ⅲ 低 木 層(S1) ソヨゴ 40

　 　　　　(S2) ―

(植被率％)

Ⅰ 高 木 層(T1) コナラ 60

Ⅱ 亜高木層(T2) コナラ 60

(海　抜) 830 21

(階　層) (優占種) (高さｍ)

(土　湿) 乾・適・湿・過湿 (北　　緯) 36.14765

(面　積) (東　　経) 137.87373

　　　  沼沢・沖積・高湿草・非固岩屑・固岩屑・水面下　

(風　当) 強 ・ 中 ・ 弱 (傾斜方向) NNW

(日　当) 陽 ・中陰・ 陰 (傾 斜 度) 24

 GPS No. 99 調査地： クリ・コナラ群落②

 (地形) 山頂：尾根：斜面：上・中・下・凹・凸：谷：平地　　　　 　

 (土壌) ポド性・褐森・赤・黄・黄褐森・アンド・グライ・擬グライ

ｱｶﾏﾂ
ｺﾅﾗ

ｺﾅﾗ

ﾋﾉｷ ﾘｮｳﾌﾞ
ｺﾅﾗ

ｿﾖｺﾞ
ｶﾞﾏｽﾞﾐ

ｽｽﾞﾀｹ

ﾋﾉｷ

 



 

（準備書 参-2-34ページ） 

 

 °

20 × 20 ｍ

ｍ (出現種数)  種

8 ～ 23

2 ～ 8

1 ～ 2

～

0 ～ 1

～

～

S D･S S D･S S D･S

Ⅰ 4・4 Ⅳ 1・1

+

+

+

+

Ⅱ 4・4 +

3・3 +

3・3 +

2・1 +

2・1 +

1・1 +

1・1 +

1・1 +

+ +

+ +

+

+

+

+

+

Ⅲ 3・2 +

1・1 +

1・1 +

+ +

+ +

+ +

+ +

+ +

+

+

 GPS No. 108 調査地： アカマツ群落①

 (地形) 山頂：尾根：斜面：上・中・下・凹・凸：谷：平地　　　　 　

 (土壌) ポド性・褐森・赤・黄・黄褐森・アンド・グライ・擬グライ

　　　  沼沢・沖積・高湿草・非固岩屑・固岩屑・水面下　

(風　当) 強 ・ 中 ・ 弱 (傾斜方向) SW

(日　当) 陽 ・中陰・ 陰 (傾 斜 度) 24

(土　湿) 乾・適・湿・過湿 (北　　緯) 36.09628

(面　積) (東　　経) 137.69861

(海　抜) 1,365 41

(階　層) (優占種) (高さｍ) (植被率％)

Ⅰ 高 木 層(T1) アカマツ 60

Ⅱ 亜高木層(T2) リョウブ 80

Ⅲ 低 木 層(S1) リョウブ 30

　 　　　　(S2) ―

Ⅳ 草 本 層(H1) ホウチャクソウ 3

　 　　　　(H2) ―

S P P .

ｱｶﾏﾂ ﾎｳﾁｬｸｿｳ

ｴﾝｺｳｶｴﾃﾞ

Ⅴ コ ケ 層(M) ―

(群落名) アカマツ群落 平成28年 6月12日

S P P . S P P .

ｳﾗｹﾞｴﾝｺｳ

ﾌﾞﾅ

ｽﾐﾚ属sp.

ﾏﾙﾊﾞｱｵﾀﾞﾓ

ｸﾘ

ﾘｮｳﾌﾞ

ﾐｽﾞﾅﾗ

ﾂﾉﾊｼﾊﾞﾐ

ﾊﾘｷﾞﾘ

ﾜﾗﾋﾞ

ｱﾗｹﾞｱｵﾀﾞﾓ

ｻﾙﾄﾘｲﾊﾞﾗ

ﾁｺﾞﾕﾘ

ﾂﾙﾘﾝﾄﾞｳ

ｼﾗｶﾊﾞ

ｶｴﾃﾞ属sp.

ﾏﾙﾊﾞｱｵﾀﾞﾓ

ｻｻﾊﾞｷﾞﾝﾗﾝ

ﾐｽﾞﾅﾗ

ｺﾐﾈｶｴﾃﾞ

ﾐｽﾞﾅﾗ

ﾏﾙﾊﾞｱｵﾀﾞﾓ

ﾔﾏｳﾙｼ

ｶﾞﾏｽﾞﾐ

ﾘｮｳﾌﾞ

ｱｸｼﾊﾞ

ｷﾞﾎﾞｳｼ属sp.

ｸﾘ

ｺﾏﾕﾐ

ﾀﾞﾝｺｳﾊﾞｲ

ﾐﾔﾏｶﾞﾏｽﾞﾐ

ﾉﾘｳﾂｷﾞ

ﾔﾏﾂﾂｼﾞ

ｴﾝｺｳｶｴﾃﾞ

注）　Ｓ：階層 （stratum）
　　　Ｄ･Ｓ：優占度（dominance）・群度（sociability）
　　　ＳＰＰ．：種名

ﾐﾔﾏｶﾞﾏｽﾞﾐ

ﾍﾞﾆﾊﾞﾅｲﾁﾔｸｿｳ

ﾔﾏｶｼｭｳ

ｳﾘｶｴﾃﾞ

ｵｵｶﾓﾒﾂﾞﾙ

ｽﾞﾐ

ｸﾏｲﾁｺﾞ

ﾅｶﾞﾊﾞﾓﾐｼﾞｲﾁｺﾞ

ｵｶﾄﾗﾉｵ

ﾐﾔﾏｻﾞｸﾗ

ﾀﾞﾝｺｳﾊﾞｲ

ﾎｵﾉｷ

ｱｶﾏﾂ

ﾘｮｳﾌﾞ

ﾐｽﾞﾅﾗ

ﾏﾙﾊﾞｱｵﾀﾞﾓ

ﾘｮｳﾌﾞ

ﾐｽﾞﾅﾗ

ｸﾘ

ﾎｳﾁｬｸｿｳ

ﾎｳﾁｬｸｿｳ
ｺﾐﾈｶｴﾃﾞ

ｱｶﾏﾂ
ｱｶﾏﾂ

 



 

（準備書 参-2-35ページ） 

 

 °

20 × 20 ｍ

ｍ (出現種数)  種

15 ～ 20

5 ～ 8

0.8 ～ 5

～

～

0.8 ～ 1

～

S D･S S D･S S D･S

Ⅰ 5・5 Ⅳ 1・1 Ⅳ +

1・1 +

1・1

1・1

1・1

Ⅱ 1・1 1・1

1・1 1・1

1・1 1・1

1・1 +

+

Ⅲ 2・2 +

1・2 +

1・2 +

1・2 +

1・2 +

1・2 +

1・1 +

1・1 +

1・1 +

1・1 +

+ +

+ +

+ +

+ +

+ +

+

+

+

+

+

Ⅳ 2・2 +

2・2 +

1・1 +

1・1 +

1・1 +

 GPS No. 771 調査地： アカマツ群落②

 (地形) 山頂：尾根：斜面：上・中・下・凹・凸：谷：平地　　　　 　

 (土壌) ポド性・褐森・赤・黄・黄褐森・アンド・グライ・擬グライ

　　　  沼沢・沖積・高湿草・非固岩屑・固岩屑・水面下　

(風　当) 強 ・ 中 ・ 弱 (傾斜方向) S

(日　当) 陽 ・中陰・ 陰 (傾 斜 度) 30

(土　湿) 乾・適・湿・過湿 (北　　緯) 36.1611

(面　積) (東　　経) 137.83642

(海　抜) 1,113 51

(階　層) (優占種) (高さｍ) (植被率％)

Ⅰ 高 木 層(T1) アカマツ 80

Ⅱ 亜高木層(T2) ケヤマハンノキ 20

Ⅲ 低 木 層(S1) ウリカエデ 80

　 　　　　(S2) ―

Ⅳ 草 本 層(H1) ―

　 　　　　(H2) ガマズミsp. 30

Ⅴ コ ケ 層(M) ―

(群落名) アカマツ群落 平成28年 6月10日

S P P . S P P . S P P .

ｱｶﾏﾂ ｱｷﾉｷﾘﾝｿｳ

ﾘｮｳﾌﾞ

ﾀﾁﾂﾎﾞｽﾐﾚ ﾂﾙｳﾒﾓﾄﾞｷ

ｹﾀｶﾞﾈｿｳ

ﾀﾞﾝｺｳﾊﾞｲ

ｹﾔﾏﾊﾝﾉｷ

ﾉｲﾊﾞﾗ

ﾆｶﾞﾅ

ｼﾞﾝﾖｳｲﾁﾔｸｿｳ

ｷｲﾁｺﾞ属sp.

ｳﾘｶｴﾃﾞ ﾀﾞﾝｺｳﾊﾞｲ

ｺﾅﾗ

ﾘｮｳﾌﾞ

ｱｵﾀﾞﾓ

ｴｿﾞｽｽﾞﾗﾝ

ｲﾜｶﾞﾗﾐ

ﾘｮｳﾌﾞ

ｶﾞﾏｽﾞﾐ

ﾔﾏｶｼｭｳ

ﾂﾉﾊｼﾊﾞﾐ

ｱｵﾀﾞﾓ

ﾈｼﾞｷ

ｺﾊﾞﾉｶﾞﾏｽﾞﾐ

ｳﾘﾊﾀﾞｶｴﾃﾞ

ﾀﾞﾝｺｳﾊﾞｲ

ﾔﾏｳﾙｼ

ｽｽｷ

ｶｽﾐｻﾞｸﾗ

ｿﾖｺﾞ

ﾔﾏﾂﾂｼﾞ

ﾐﾔﾏｳｽﾞﾗ

ﾂﾀｳﾙｼ

ｳﾜﾐｽﾞｻﾞｸﾗ

ﾊｲﾉｷ属sp.

ﾊｳﾁﾜｶｴﾃﾞ

ｱｶﾏﾂ

ｺﾅﾗ

ｹﾔﾏﾊﾝﾉｷ ｳﾂｷﾞ

ﾐﾔﾏﾏﾏｺﾅ

ﾉﾌﾞﾄﾞｳ

ﾌｼﾞ

ﾎﾀﾙﾌﾞｸﾛ属sp.

ﾏﾀﾀﾋﾞ

ｸﾘ

ｵﾄｺﾖｳｿﾞﾒ

ｺｼｱﾌﾞﾗ

ｺﾏﾕﾐ

ﾔﾏｳﾙｼ

ｱｵﾀﾞﾓ

ｶﾞﾏｽﾞﾐ属sp.

注）　Ｓ：階層 （stratum）
　　　Ｄ･Ｓ：優占度（dominance）・群度（sociability）
　　　ＳＰＰ．：種名

ﾐﾈｶｴﾃﾞ

ﾔﾏﾂﾂｼﾞ

ﾋﾒﾉｶﾞﾘﾔｽ

ﾔﾏﾊｷﾞ

ﾂｶﾞ

ｲﾀﾄﾞﾘ

ﾐﾔﾏｻﾞｸﾗ

ﾐﾔﾏﾊﾊｿ

ｳﾘｶｴﾃﾞ

ｱｶﾏﾂ

ｹﾔﾏﾊﾝﾉｷ

ｶﾞﾏｽﾞﾐ

ﾔﾏｳﾙｼ

ｱｵﾀﾞﾓ

ｶﾞﾏｽﾞﾐ

ｲﾜｶﾞﾗﾐ

ﾔﾏﾂﾂｼﾞ

ｱｷﾉｷﾘﾝｿｳ ﾀﾁﾂﾎﾞｽﾐﾚ

ｱｶﾏﾂ
ｱｶﾏﾂ

 



 

（準備書 参-2-36ページ） 

 

 °

20 × 20 ｍ

ｍ (出現種数)  種

8 ～ 20

2 ～ 8

0.8 ～ 5

～

0 ～ 1

～

～

S D･S S D･S S D･S

Ⅰ 5・5 Ⅳ 2・3 Ⅳ +

1・2 +

1・1 +

1・1 +

1・1 +

Ⅱ 1・1 1・1 +

1・1 1・1 +

1・1 +

+ +

+

Ⅲ 3・3 +

2・2 +

2・1 +

1・1 +

1・1 +

1・1 +

1・1 +

1・1 +

1・1 +

1・1 +

1・1 +

1・1 +

+ +

+ +

+ +

+ +

+ +

+ +

+ +

+ +

+ +

+ +

+ +

+ +

+ +

 GPS No. 773 調査地： アカマツ群落③

 (地形) 山頂：尾根：斜面：上・中・下・凹・凸：谷：平地　　　　 　

 (土壌) ポド性・褐森・赤・黄・黄褐森・アンド・グライ・擬グライ

　　　  沼沢・沖積・高湿草・非固岩屑・固岩屑・水面下　

(風　当) 強 ・ 中 ・ 弱 (傾斜方向) SSE

(日　当) 陽 ・中陰・ 陰 (傾 斜 度) 24

(土　湿) 乾・適・湿・過湿 (北　　緯) 36.16048

(面　積) (東　　経) 137.8513

(海　抜) 1,093 56

(階　層) (優占種) (高さｍ) (植被率％)

Ⅰ 高 木 層(T1) アカマツ 90

Ⅱ 亜高木層(T2) ホオノキ 5

Ⅲ 低 木 層(S1) ヤマボウシ 60

　 　　　　(S2) ―

平成28年 6月10日

Ⅳ 草 本 層(H1) マイヅルソウ 50

　 　　　　(H2) ―

S P P . S P P . S P P .

ｱｶﾏﾂ ﾏｲﾂﾞﾙｿｳ

Ⅴ コ ケ 層(M) ―

(群落名) アカマツ群落

ﾔﾏｳﾙｼ

ｳﾘﾊﾀﾞｶｴﾃﾞ

ｳﾘｶｴﾃﾞ

ｶﾞﾏｽﾞﾐ

ｵｹﾗ

ｱｷﾉｷﾘﾝｿｳ

ﾎｵﾉｷ

ｸﾘ

ﾔﾏﾂﾂｼﾞ

ｺｼｱﾌﾞﾗ

ｶﾞﾏｽﾞﾐ

ｳﾘｶｴﾃﾞ

ｿﾖｺﾞ

ﾔﾏｶｼｭｳ

ﾔﾏﾎﾞｳｼ ﾜﾗﾋﾞ

ﾀﾁﾄﾞｺﾛ

ﾀﾑｼﾊﾞ

ｵﾄｺﾖｳｿﾞﾒ

ｸﾘ

ﾐﾔﾏｻﾞｸﾗ

ｿﾖｺﾞ

ｺｼｱﾌﾞﾗ

ﾋﾒﾉｶﾞﾘﾔｽ

ﾂﾙﾘﾝﾄﾞｳ

ｸﾘ

ﾊｲﾉｷ属sp.

ｱｶﾏﾂ

ﾆｶﾞﾅ

ｳﾜﾐｽﾞｻﾞｸﾗ

ﾔﾏｳﾙｼ

ｳﾒｶﾞｻｿｳ

ﾐﾔﾏｳｽﾞﾗ

ﾈｽﾞﾐｻｼ

ﾅﾅｶﾏﾄﾞ

ﾏﾂﾌﾞｻ

ﾅﾅｶﾏﾄﾞ

ﾎｵﾉｷ

ﾔﾏﾂﾂｼﾞ ｷﾝﾐｽﾞﾋｷ

ﾏｷﾉｽﾐﾚ

ﾐﾔﾏｻﾞｸﾗ

ﾂﾉﾊｼﾊﾞﾐ

ﾐﾔﾏﾆｶﾞｲﾁｺﾞ

ﾔﾏﾊｷﾞ

ｺﾊｳﾁﾜｶｴﾃﾞ

ｱｵﾀﾞﾓ

ｵﾄｺｴｼ

ﾀﾞﾝｺｳﾊﾞｲ

注）　Ｓ：階層 （stratum）
　　　Ｄ･Ｓ：優占度（dominance）・群度（sociability）
　　　ＳＰＰ．：種名

ﾅﾂﾊｾﾞ

ﾚﾝｹﾞﾂﾂｼﾞ

ｻﾞｲﾌﾘﾎﾞｸ

ﾊﾝｼｮｳﾂﾞﾙ

ﾏﾂﾌﾞｻ

ﾘｮｳﾌﾞ

ｲﾁﾔｸｿｳ

ﾋﾄﾂﾎﾞｸﾛ

ｱｸｼﾊﾞ

ﾊﾝｼｮｳﾂﾞﾙ

ﾏﾙﾊﾞｻﾝｷﾗｲ

ｼﾊｲｽﾐﾚ

ｺﾅﾗ

ﾋﾖﾄﾞﾘﾊﾞﾅ

ﾘｮｳﾌﾞ

ｻﾜﾌﾀｷﾞ

ﾂﾀｳﾙｼ

ﾐﾔﾏﾅﾙｺﾕﾘ

ｱｵﾀﾞﾓ

ｶｽﾐｻﾞｸﾗ

ﾏﾀﾀﾋﾞ

ｱｶﾏﾂ

ｱｶﾏﾂ

ｸﾘ

ｳﾘｶｴﾃﾞ
ﾔﾏﾎﾞｳｼ

ﾔﾏﾎﾞｳｼ

ﾎｵﾉｷ

ﾏｲﾂﾞﾙｿｳ

ｱｶﾏﾂ

ｱｶﾏﾂ

 



 

（準備書 参-2-37ページ） 

 

 °

2 × 2 ｍ

ｍ (出現種数)  種

～

～

1 ～ 2

～

0.5 ～ 1

～

～

S D･S S D･S S D･S

Ⅰ ―

Ⅱ ―

Ⅲ 5・5

Ⅳ 1・2

1・1

+

+

+

+

+

+

+

+

+

+

20

　　　Ｄ･Ｓ：優占度（dominance）・群度（sociability）

(海　抜) 1,601

　　　ＳＰＰ．：種名

注）　Ｓ：階層 （stratum）

Ⅱ 亜高木層(T2)

Ⅲ 低 木 層(S1)

　 　　　　(S2)

Ⅳ 草 本 層(H1)

　 　　　　(H2)

ﾐﾔﾏｳﾗｼﾞﾛｲﾁｺﾞ

ｲﾜｶﾞﾗﾐ

ｸﾏｲｻﾞｻ

ｱｻﾉﾊｶｴﾃﾞ

ｳｽｹﾞｸﾛﾓｼﾞ

ﾂﾙﾂｹﾞ

ｴﾋﾞｶﾞﾗｲﾁｺﾞ

ｵｼﾀﾞ

ﾔﾏｿﾃﾂ

ﾐｽﾞﾅﾗ

ﾜﾗﾋﾞ

ﾅﾂﾊｾﾞ

ﾑｼｶﾘ

  ―  

S P P . S P P . S P P .

  ―  

100

(群落名) クマイザサ群落 平成28年 6月12日

―

(植被率％)(高さｍ)(優占種)

―

44

NEN

36.04366

137.609

13

Ⅴ コ ケ 層(M)

―

ムシカリ

―

(傾斜方向)

(北　　緯)

(東　　経)

(傾 斜 度)

クマイザサ

―

　　　  沼沢・沖積・高湿草・非固岩屑・固岩屑・水面下　

(階　層)

(土　湿) 乾・適・湿・過湿

(面　積)

Ⅰ 高 木 層(T1)

(風　当) 強 ・ 中 ・ 弱

(日　当) 陽 ・中陰・ 陰

 GPS No. 109 調査地： クマイザサ群落

 (地形) 山頂：尾根：斜面：上・中・下・凹・凸：谷：平地　　　　 　

 (土壌) ポド性・褐森・赤・黄・黄褐森・アンド・グライ・擬グライ

ｸﾏｲｻﾞｻ
ﾑｼｶﾘ

ｵｼﾀﾞ

ﾅﾂﾊｾﾞ

 



 

（準備書 参-2-38ページ） 

 

 °

4 × 4 ｍ

ｍ (出現種数)  種

～

～

～

0 ～ 0.5

～

0 ～ 0.5

～

S D･S S D･S S D･S

Ⅰ ―

Ⅱ ―

Ⅲ +

+

+

+

+

+

+

+

+

+

Ⅳ 3・2

3・2

2・3

1・1

+

+

+

+

+

+

 GPS No. 770 調査地： 伐採跡地①

 (地形) 山頂：尾根：斜面：上・中・下・凹・凸：谷：平地　　　　 　

 (土壌) ポド性・褐森・赤・黄・黄褐森・アンド・グライ・擬グライ

　　　  沼沢・沖積・高湿草・非固岩屑・固岩屑・水面下　

(風　当) 強 ・ 中 ・ 弱 (傾斜方向) S

(日　当) 陽 ・中陰・ 陰 (傾 斜 度) 5

(土　湿) 乾・適・湿・過湿 (北　　緯) 36.16199

(面　積) (東　　経) 137.7791

(海　抜) 1,160 20

(階　層) (優占種) (高さｍ) (植被率％)

Ⅰ 高 木 層(T1) ―

Ⅱ 亜高木層(T2) ―

Ⅲ 低 木 層(S1) ―

　 　　　　(S2) クリ 10

Ⅳ 草 本 層(H1) ―

　 　　　　(H2) ワラビ 80

S P P .

―

Ⅴ コ ケ 層(M) ―

(群落名) 伐採跡地 平成28年 6月10日

S P P . S P P .

―

ｸﾘ

ﾔﾏｳﾙｼ

ｱｵﾀﾞﾓ

ﾔﾏﾊｷﾞ

ﾐｽﾞﾅﾗ

ｻﾜﾌﾀｷﾞ

ﾀﾞﾝｺｳﾊﾞｲ

ﾎｵﾉｷ

ﾂﾙｳﾒﾓﾄﾞｷ

ｱｶﾏﾂ

ｶﾘﾔｽ

ﾜﾗﾋﾞ

ｻｻﾊﾞｷﾞﾝﾗﾝ

ﾖﾓｷﾞ

ｱﾔﾒ

ﾐﾔﾏﾏﾏｺﾅ

注）　Ｓ：階層 （stratum）
　　　Ｄ･Ｓ：優占度（dominance）・群度（sociability）
　　　ＳＰＰ．：種名

ﾏﾙﾊﾞｻﾝｷﾗｲ

ﾔﾏｶｼｭｳ

ﾕｷｻﾞｻ

ﾐﾂﾊﾞｱｹﾋﾞ

ﾜﾗﾋﾞ ﾜﾗﾋﾞ

ｸﾘｱﾔﾒｻｻﾊﾞｷﾞﾝﾗﾝ

ｶﾘﾔｽ

 



 

（準備書 参-2-39ページ） 

 

 °

4 × 4 ｍ

ｍ (出現種数)  種

～

～

～

0 ～ 0.5

～

0 ～ 0.5

～

S D･S S D･S S D･S

Ⅰ ―

Ⅱ ―

Ⅲ 2・2

1・1

1・1

+

+

+

+

+

+

Ⅳ 1・1

+

+

+

+

+

+

+

 GPS No. 769 調査地： 伐採跡地②

 (地形) 山頂：尾根：斜面：上・中・下・凹・凸：谷：平地　　　　 　

 (土壌) ポド性・褐森・赤・黄・黄褐森・アンド・グライ・擬グライ

　　　  沼沢・沖積・高湿草・非固岩屑・固岩屑・水面下　

(風　当) 強 ・ 中 ・ 弱 (傾斜方向) N

(日　当) 陽 ・中陰・ 陰 (傾 斜 度) 2

(土　湿) 乾・適・湿・過湿 (北　　緯) 36.16283

(面　積) (東　　経) 137.78036

(海　抜) 1,172 17

(階　層) (優占種) (高さｍ) (植被率％)

Ⅰ 高 木 層(T1) ―

Ⅱ 亜高木層(T2) ―

Ⅲ 低 木 層(S1) ―

　 　　　　(S2) ミズナラ 50

Ⅳ 草 本 層(H1) ―

　 　　　　(H2) カリヤス 50

S P P .

―

Ⅴ コ ケ 層(M) ―

(群落名) 伐採跡地 平成28年 6月10日

S P P . S P P .

―

ﾅﾂﾊｾﾞ

ﾔﾏﾊｷﾞ

ﾐｽﾞﾅﾗ

ﾔﾏｳﾙｼ

ｱｷﾉｷﾘﾝｿｳ

注）　Ｓ：階層 （stratum）
　　　Ｄ･Ｓ：優占度（dominance）・群度（sociability）
　　　ＳＰＰ．：種名

ｸﾘ

ﾄﾈﾘｺ属sp.

ｶﾞﾏｽﾞﾐ属sp.

ｼﾗｶﾊﾞ

ﾘｮｳﾌﾞ

ｶﾘﾔｽ

ｱｶﾏﾂ

ﾐﾔﾏﾏﾏｺﾅ

ｲﾁﾔｸｿｳ属sp.

ﾜﾗﾋﾞ

ﾏﾙﾊﾞｻﾝｷﾗｲ

ﾂﾘｶﾞﾈﾆﾝｼﾞﾝ

ﾐｽﾞﾅﾗ
ﾅﾂﾊｾﾞ

ﾔﾏﾊｷﾞ

ｶﾘﾔｽ ｶﾘﾔｽ

ﾐｽﾞﾅﾗ

ｱｶﾏﾂ

ﾐﾔﾏ

ﾏﾏｺﾅ

 



 

（準備書 参-2-40ページ） 

 

 °

20 × 20 ｍ

ｍ (出現種数)  種

10 ～ 20

5 ～ 10

1 ～ 5

～

0 ～ 1

～

～

S D･S S D･S S D･S

Ⅰ 5・5 Ⅳ 4・3 Ⅳ +

1・1 2・2 +

2・2 +

1・2 +

1・2 +

Ⅱ 1・1 1・2 +

1・1 +

1・1 +

1・1 +

+ +

Ⅲ 1・1 + +

1・1 + +

1・1 + +

1・1 + +

1・1 + +

+ + +

+ + +

+ + +

+ +

+ +

+ +

+ +

+ +

+ +

+ +

+ +

+ +

+ +

+ +

+ +

+ +

+ +

+ +

+ +

+

 GPS No. 112 調査地： カラマツ植林①

 (地形) 山頂：尾根：斜面：上・中・下・凹・凸：谷：平地　　　　 　

 (土壌) ポド性・褐森・赤・黄・黄褐森・アンド・グライ・擬グライ

　　　  沼沢・沖積・高湿草・非固岩屑・固岩屑・水面下　

(風　当) 強 ・ 中 ・ 弱 (傾斜方向) N

(日　当) 陽 ・中陰・ 陰 (傾 斜 度) 12

(土　湿) 乾・適・湿・過湿 (北　　緯) 36.03704

(面　積) (東　　経) 137.65564

(海　抜) 1,389 72

(階　層) (優占種) (高さｍ) (植被率％)

Ⅰ 高 木 層(T1) カラマツ 100

Ⅱ 亜高木層(T2) イワガラミ 5未満

Ⅲ 低 木 層(S1) ハリギリ 80

　 　　　　(S2) ―

Ⅳ 草 本 層(H1) マイヅルソウ 70

　 　　　　(H2) ―

Ⅴ コ ケ 層(M) ―

(群落名) カラマツ植林 平成28年 6月13日

S P P . S P P . S P P .

ｶﾗﾏﾂ ﾏｲﾂﾞﾙｿｳ ﾉｲﾊﾞﾗ

ｲﾜｶﾞﾗﾐ

ｵｼﾀﾞ

ｲﾜｶﾞﾗﾐ

ﾋｶｹﾞﾉｶｽﾞﾗ

ｼｮｳｼﾞｮｳﾊﾞｶﾏ

ｼﾗﾈﾜﾗﾋﾞ

ｸﾏｲｻﾞｻ

ﾐﾔﾏｳｽﾞﾗ

ﾂﾊﾞﾒｵﾓﾄ

ｱｸｼﾊﾞ

ｸﾓｷﾘｿｳ

ｲﾜｶﾞﾗﾐ

ﾍﾋﾞﾉﾈｺﾞｻﾞ

ﾍﾞﾆﾊﾞﾅｲﾁﾔｸｿｳ

ｼﾗｶﾊﾞ

ﾐﾔﾏﾅﾙｺﾕﾘ

ﾊﾘｷﾞﾘ

ｲﾌﾞｷﾇｶﾎﾞ

ﾂﾙﾏｻｷ

ﾔﾏｳﾙｼ

ﾘｮｳﾌﾞ

ｺｼｱﾌﾞﾗ

ｳﾘﾊﾀﾞｶｴﾃﾞ

ｳﾜﾐｽﾞｻﾞｸﾗ

ﾄﾁﾉｷ

ﾉﾘｳﾂｷﾞ

ﾐﾔﾏｻﾞｸﾗ

ﾀﾗﾉｷ

ﾐﾔﾏｶﾞﾏｽﾞﾐ

ﾐﾔﾏｶﾞﾏｽﾞﾐ

ｼﾅﾉｷ

ﾔﾏｱｼﾞｻｲ

ﾏﾀﾀﾋﾞ

ﾌｷ

ﾏﾂﾌﾞｻ

ﾋﾄﾂﾊﾞｶｴﾃﾞ

ﾎｿﾊﾞﾅﾗｲｼﾀﾞ

ｱｷﾉｷﾘﾝｿｳ

ﾐﾔﾏｲﾎﾞﾀ

ｽﾞﾀﾞﾔｸｼｭ

ｸﾘﾝﾕｷﾌﾃﾞ

ﾂﾉﾊｼﾊﾞﾐ

ﾊｳﾁﾜｶｴﾃﾞ

ｳﾗｹﾞｴﾝｺｳ

注）　Ｓ：階層 （stratum）
　　　Ｄ･Ｓ：優占度（dominance）・群度（sociability）

ﾆｼｷｳﾂｷﾞ

ﾐﾔﾏｲﾎﾞﾀ

ｱｶﾏﾂ

ﾇﾙﾃﾞ

ｺﾏﾕﾐ

ﾐｽﾞﾅﾗ

ﾅﾅｶﾏﾄﾞ

　　　ＳＰＰ．：種名

ﾀﾁﾂﾎﾞｽﾐﾚ

ﾏﾂｶｾﾞｿｳﾀﾑｼﾊﾞ

ｶｴﾃﾞ属sp.

ｻｻﾊﾞｷﾞﾝﾗﾝ

ｳﾄﾞ

ﾔﾏﾌﾞﾄﾞｳ

ｴﾝﾚｲｿｳ

ｼｼｶﾞｼﾗ

ｲﾇｶﾞﾔ

ｶﾗﾏﾂ

ﾏﾀﾀﾋﾞ

ﾀﾆｷﾞｷｮｳ

ｳﾊﾞﾕﾘ

ｻﾙﾅｼ

ｷﾖﾀｷｼﾀﾞ

ｺﾐﾈｶｴﾃﾞ

ﾐﾔﾏﾜﾗﾋﾞ

ｵｸｸﾙﾏﾑｸﾞﾗ

ﾔﾏｸﾜｶﾞﾀ

ﾐｽﾞｷ

ﾐｽﾞﾅﾗ

ﾀﾗﾉｷ

ﾅｶﾞﾊﾞﾓﾐｼﾞｲﾁｺﾞ

ｱｹﾋﾞ

ﾐﾂﾊﾞｱｹﾋﾞ

ｶﾗﾏﾂ

ｲﾜｶﾞﾗﾐ

ﾊﾘｷﾞﾘ
ﾄﾁﾉｷ ｳﾜﾐｽﾞｻﾞｸﾗ

ﾏｲﾂﾞﾙｿｳ
ｲﾜｶﾞﾗﾐ

ｵｼﾀﾞ

ｵｼﾀﾞ

ｶﾗﾏﾂ ｶﾗﾏﾂ ｶﾗﾏﾂ

 



 

（準備書 参-2-41ページ） 

 

 °

20 × 20 ｍ

ｍ (出現種数)  種

8 ～ 23

2 ～ 8

0.8 ～ 2

～

0 ～ 1

～

～

S D･S S D･S S D･S

Ⅰ 5・5 Ⅳ 2・1 Ⅳ +

2・1 + +

+ +

+ +

+ +

Ⅱ 3・3 + +

2・1 + +

2・1 + +

2・1 +

2・1 +

2・1 +

2・1 +

2・1 +

2・1 +

+

Ⅲ 3・2 +

2・1 +

2・1 +

1・1 +

+ +

+ +

+ +

+ +

+ +

+ +

+ +

+ +

+ +

+ +

+ +

+

+

+

+

+

 GPS No. 106 調査地： カラマツ植林②

 (地形) 山頂：尾根：斜面：上・中・下・凹・凸：谷：平地　　　　 　

 (土壌) ポド性・褐森・赤・黄・黄褐森・アンド・グライ・擬グライ

　　　  沼沢・沖積・高湿草・非固岩屑・固岩屑・水面下　

(風　当) 強 ・ 中 ・ 弱 (傾斜方向) WNW

(日　当) 陽 ・中陰・ 陰 (傾 斜 度) 37

(土　湿) 乾・適・湿・過湿 (北　　緯) 36.05433

(面　積) (東　　経) 137.69525

(海　抜) 1,354 50

(階　層) (優占種) (高さｍ) (植被率％)

Ⅰ 高 木 層(T1) カラマツ 90

Ⅱ 亜高木層(T2) リョウブ 70

Ⅲ 低 木 層(S1) リョウブ 30

　 　　　　(S2) ―

Ⅳ 草 本 層(H1) ヒカゲノカズラ 10

　 　　　　(H2) ―

Ⅴ コ ケ 層(M) ―

(群落名) カラマツ植林 平成28年 6月11日

ｳﾗｼﾞﾛﾓﾐ

ﾔﾏｱｼﾞｻｲ

ﾎｿﾊﾞﾅﾗｲｼﾀﾞ

S P P . S P P . S P P .

ｶﾗﾏﾂ ｸﾛｲﾁｺﾞﾋｶｹﾞﾉｶｽﾞﾗ

ﾐｽﾞﾅﾗ

ﾘｮｳﾌﾞ ｵﾄｺｴｼ

ｳﾁﾜﾄﾞｺﾛ

ﾏﾙﾊﾞｱｵﾀﾞﾓ

ﾔﾌﾞﾊｷﾞ

ｸﾘ

ﾊｳﾁﾜｶｴﾃﾞ

ｳﾗｹﾞｴﾝｺｳ

ｻﾜﾌﾀｷﾞ

ﾀﾞﾝｺｳﾊﾞｲ

ｶﾞﾏｽﾞﾐ ﾉﾘｸﾗｱｻﾞﾐ

ﾄﾁﾉｷ

ﾂﾉﾊｼﾊﾞﾐ

ｸﾘ

ｷﾞﾎﾞｳｼ属sp.

ｽｹﾞ属sp.

ﾔﾏｶｼｭｳ

ｶﾞﾏｽﾞﾐ

ﾀﾞﾝｺｳﾊﾞｲ

ﾘｮｳﾌﾞ

ﾅｶﾞﾊﾞﾓﾐｼﾞｲﾁｺﾞ

ﾐｽﾞﾅﾗ

ﾐｽﾞﾅﾗ

ﾐﾔﾏｻﾞｸﾗ

ﾐﾔﾏｶﾞﾏｽﾞﾐ

ﾔﾏｳﾙｼ

ｵｶﾄﾗﾉｵ

ﾂﾉﾊｼﾊﾞﾐ

ﾊｳﾁﾜｶｴﾃﾞ

ｳﾗｹﾞｴﾝｺｳ

ｺｼｱﾌﾞﾗ

ﾄﾁﾉｷ

ﾎﾀﾙﾌﾞｸﾛ属sp.

ﾐﾔﾏｲﾎﾞﾀ

ﾂﾉﾊｼﾊﾞﾐ

ｱｵﾀﾞﾓ

ｼﾅﾉｷ ｺｼｱﾌﾞﾗ

ﾓﾐ

注）　Ｓ：階層 （stratum）
　　　Ｄ･Ｓ：優占度（dominance）・群度（sociability）
　　　ＳＰＰ．：種名

ﾏﾝﾈﾝｽｷﾞ

ﾐﾔﾏｶﾞﾏｽﾞﾐ

ﾍﾋﾞﾉﾈｺﾞｻﾞ

ﾀﾞﾝｺｳﾊﾞｲ

ｻﾙﾄﾘｲﾊﾞﾗ

ﾁｺﾞﾕﾘ

ｳﾘｶｴﾃﾞ

ﾜﾗﾋﾞ

ｶﾞﾏｽﾞﾐ

ﾀﾁﾂﾎﾞｽﾐﾚ

ﾘｮｳﾒﾝｼﾀﾞ

ｼﾞｭｳﾓﾝｼﾞｼﾀﾞ

ﾔﾏｶｼｭｳ

ｵｼﾀﾞ

ｺﾏﾕﾐ

ｲﾀﾄﾞﾘ

ｲﾗｸｻ

ｲﾜｼﾛｲﾉﾃﾞ

ｼｼｶﾞｼﾗ

ｱｵﾀﾞﾓ

ﾔﾏｳﾙｼ

ｸﾘ

ｶﾗﾏﾂ

ｶﾗﾏﾂ
ｶﾗﾏﾂ

ｳﾗｼﾞﾛﾓﾐ

ﾘｮｳﾌﾞ

ﾘｮｳﾌﾞ

ﾐｽﾞﾅﾗ

ﾘｮｳﾌﾞ

ﾀﾞﾝｺｳﾊﾞｲ

ｶﾞﾏｽﾞﾐ

ﾋｶｹﾞﾉｶｽﾞﾗ

ﾜﾗﾋﾞ

ｵｼﾀﾞ

ﾐﾔﾏｶﾞﾏｽﾞﾐ

 



 

（準備書 参-2-42ページ） 

 

 °

20 × 20 ｍ

ｍ (出現種数)  種

8 ～ 20

5 ～ 10

1 ～ 5

～

0 ～ 1

～

～

S D･S S D･S S D･S

Ⅰ 5・5 Ⅳ 1・1

1・1

1・1

+

+

Ⅱ 1・1 +

1・1 +

1・1 +

1・1 +

+ +

+ +

+

+

+

+

Ⅲ 5・5 +

1・1 +

1・1 +

1・1 +

1・1 +

1・1 +

1・1 +

1・1 +

1・1 +

1・1 +

1・1 +

1・1 +

+ +

+ +

+ +

+ +

+ +

 GPS No. 777 調査地： カラマツ植林③

 (地形) 山頂：尾根：斜面：上・中・下・凹・凸：谷：平地　　　　 　

 (土壌) ポド性・褐森・赤・黄・黄褐森・アンド・グライ・擬グライ

　　　  沼沢・沖積・高湿草・非固岩屑・固岩屑・水面下　

(風　当) 強 ・ 中 ・ 弱 (傾斜方向) N

(日　当) 陽 ・中陰・ 陰 (傾 斜 度) 15

(土　湿) 乾・適・湿・過湿 (北　　緯) 36.11277

(面　積) (東　　経) 137.71312

(海　抜) 1,491 45

(階　層) (優占種) (高さｍ) (植被率％)

Ⅰ 高 木 層(T1) カラマツ 100

Ⅱ 亜高木層(T2) コシアブラ 10

Ⅲ 低 木 層(S1) クマイザサ 90

　 　　　　(S2) ―

平成28年 6月11日

Ⅳ 草 本 層(H1) マイヅルソウ 5

　 　　　　(H2) ―

S P P . S P P . S P P .

ｶﾗﾏﾂ ﾏｲﾂﾞﾙｿｳ

Ⅴ コ ケ 層(M) ―

(群落名) カラマツ群落

ﾔﾏﾌﾞﾄﾞｳ

ﾐﾔﾏｶﾞﾏｽﾞﾐ

ｼﾅﾉｷ

ﾔｸﾞﾙﾏｿｳ

ﾐｽﾞｷ

ﾐﾔﾏｻﾞｸﾗ

ﾏﾂﾌﾞｻ

ﾁｮｳｾﾝｺﾞﾐｼ

ﾊﾘｷﾞﾘ

ｺｼｱﾌﾞﾗ

ﾑｼｶﾘ

ﾍﾋﾞﾉﾈｺﾞｻﾞ

ﾂｸﾊﾞﾈｿｳ

ｱｻﾉﾊｶｴﾃﾞ

ｲﾜｶﾞﾗﾐ

ﾂﾀｳﾙｼ

ｲﾀﾄﾞﾘ

ﾂﾉﾊｼﾊﾞﾐ

ﾂﾀｳﾙｼ

ｵｼﾀﾞ

ﾉﾘｳﾂｷﾞ

ｺｼｱﾌﾞﾗ

ﾐﾔﾏｲﾎﾞﾀ

ﾔﾏｳﾙｼ

ｱｻﾉﾊｶｴﾃﾞ

ｸﾏｲｻﾞｻ

ﾊﾘｷﾞﾘ

ﾍﾞﾆﾊﾞﾅｲﾁﾔｸｿｳ

ﾐﾔﾏｻﾞｸﾗ

ｳﾘﾊﾀﾞｶｴﾃﾞ ﾔﾏｶｼｭｳ

ﾔﾏｳﾙｼ

ﾅﾅｶﾏﾄﾞ

ﾕｷｻﾞｻ

ｲﾜｶﾞﾗﾐ

ﾑｼｶﾘ

ｳﾜﾐｽﾞｻﾞｸﾗ

ﾘｮｳﾌﾞ

ﾂﾉﾊｼﾊﾞﾐ

ｼﾅﾉｷ

ｴﾝﾚｲｿｳ

ﾂﾙｳﾒﾓﾄﾞｷ

ｻﾜﾌﾀｷﾞ

ｳﾄﾞ

ﾐﾔﾏﾏﾀﾀﾋﾞ

ﾄﾘｶﾌﾞﾄ属sp.

ﾉｲﾊﾞﾗ

ﾔﾏﾌﾞﾄﾞｳ

ﾎｿﾊﾞﾅﾗｲｼﾀﾞ

ｱｷｶﾗﾏﾂ

注）　Ｓ：階層 （stratum）
　　　Ｄ･Ｓ：優占度（dominance）・群度（sociability）
　　　ＳＰＰ．：種名

ﾊﾞｲｶｳﾂｷﾞ ｱｽﾞｷﾅｼ

ｱｵﾀﾞﾓ

ｳﾘﾊﾀﾞｶｴﾃﾞ

ｶﾗﾏﾂ

ﾊﾘｷﾞﾘ

ﾐﾔﾏｻﾞｸﾗ

ｺｼｱﾌﾞﾗ

ｸﾏｲｻﾞｻ

ﾏｲﾂﾞﾙｿｳﾔｸﾞﾙﾏｿｳ ｼﾅﾉｷ

ｶﾗﾏﾂ ｶﾗﾏﾂ ｶﾗﾏﾂ

 



 

（準備書 参-2-43ページ） 

 

 °

20 × 20 ｍ

ｍ (出現種数)  種

8 ～ 16

2 ～ 4

0.8 ～ 2

～

0 ～ 1

～

～

S D･S S D･S S D･S

Ⅰ 5・5 Ⅳ +

2・2 +

+

+

+

Ⅱ 2・2 +

1・1 +

1・1 +

1・1 +

+

Ⅲ 2・2 +

2・2 +

2・1 +

1・1 +

1・1 +

1・1 +

+ +

+ +

+ +

+ +

+

+

+

+

Ⅳ 3・3

3・3

1・1

+

+

+

+

+

+

+

 GPS No. 105 調査地： スギ・ヒノキ植林①

 (地形) 山頂：尾根：斜面：上・中・下・凹・凸：谷：平地　　　　 　

 (土壌) ポド性・褐森・赤・黄・黄褐森・アンド・グライ・擬グライ

　　　  沼沢・沖積・高湿草・非固岩屑・固岩屑・水面下　

(風　当) 強 ・ 中 ・ 弱 (傾斜方向) NNW

(日　当) 陽 ・中陰・ 陰 (傾 斜 度) 35

(土　湿) 乾・適・湿・過湿 (北　　緯) 36.11032

(面　積) (東　　経) 137.70578

(海　抜) 1,454 42

(階　層) (優占種) (高さｍ) (植被率％)

Ⅰ 高 木 層(T1) ヒノキ 80

Ⅱ 亜高木層(T2) ミズナラ 5

Ⅲ 低 木 層(S1) リョウブ 5

　 　　　　(S2) ―

平成28年 6月11日

Ⅳ 草 本 層(H1) クマイザサ 30

　 　　　　(H2) ―

S P P .

ﾋﾉｷ ﾍﾋﾞﾉﾈｺﾞｻﾞ

Ⅴ コ ケ 層(M) ―

(群落名) ヒノキ植林

ﾐｽﾞﾅﾗ

ｳﾘﾊﾀﾞｶｴﾃﾞ

ﾂﾙﾘﾝﾄﾞｳ

S P P . S P P .

ﾘｮｳﾌﾞ

ﾐｽﾞﾅﾗ

ﾔﾏｳﾙｼ

ﾂﾀｳﾙｼ

ｲﾀﾔｶｴﾃﾞ

ﾁｺﾞﾕﾘ

ﾘｮｳﾌﾞ ﾋﾒｺﾏﾂ

ｶﾞﾏｽﾞﾐ

ｻﾜﾌﾀｷﾞ

ﾂﾉﾊｼﾊﾞﾐ

ﾋﾉｷ

ﾐﾔﾏｶﾞﾏｽﾞﾐ

ｼﾅﾉｷ

ｶﾞﾏｽﾞﾐ ｱｵﾀﾞﾓ

ｽｹﾞ属sp.

ｱｸｼﾊﾞ

ﾂﾉﾊｼﾊﾞﾐ

ﾏｲﾂﾞﾙｿｳ

ｶﾗﾏﾂ

ﾔﾏﾂﾂｼﾞ

ﾓﾐ

ﾀﾞﾝｺｳﾊﾞｲ

ﾊﾘｷﾞﾘ

ｸﾘ

ﾑﾗｻｷﾔｼｵ

ﾅﾅｶﾏﾄﾞ

ｼﾗｶﾊﾞ

ﾜﾗﾋﾞ

ｲﾇｶﾞﾔ

ﾐﾔﾏｲﾎﾞﾀ

ｺｼｱﾌﾞﾗ

ﾏﾙﾊﾞﾊｷﾞ

ﾋｶｹﾞﾉｶｽﾞﾗ

ｸﾏｲｻﾞｻ

ﾅﾂﾊｾﾞ

ﾘｮｳﾌﾞ

ｱｸｼﾊﾞ

ﾏﾝﾈﾝｽｷﾞ

ｱｽﾋｶｽﾞﾗ

注）　Ｓ：階層 （stratum）
　　　Ｄ･Ｓ：優占度（dominance）・群度（sociability）
　　　ＳＰＰ．：種名

ｹﾀｶﾞﾈｿｳ

ﾂﾉﾊｼﾊﾞﾐ

ｷﾞﾎﾞｳｼ属sp.

ﾅﾙｺﾕﾘ

ﾐｽﾞﾅﾗ

ﾋﾉｷ

ﾘｮｳﾌﾞ

ﾂﾉﾊｼﾊﾞﾐ

ｸﾏｲｻﾞｻ
ﾋｶｹﾞﾉｶｽﾞﾗ

ｸﾏｲｻﾞｻ

ｱｸｼﾊﾞ

ﾋﾉｷﾋﾉｷ ﾋﾉｷ

 



 

（準備書 参-2-44ページ） 

 

 °

20 × 20 ｍ

ｍ (出現種数)  種

8 ～ 15

～

1 ～ 2

～

0 ～ 1

～

～

S D･S S D･S S D･S

Ⅰ 5・5 Ⅳ + Ⅳ +

+ + +

+ +

+

+

Ⅱ ― +

+

+

+

+

Ⅲ + +

+ +

+ +

+ +

+ +

+ +

+ +

+

+

+

Ⅳ 1・1 +

1・1 +

1・1 +

+ +

+ +

+ +

+ +

+ +

+ +

+ +

+ +

+ +

+ +

+ +

+ +

 GPS No. 782 調査地： スギ・ヒノキ植林②

 (地形) 山頂：尾根：斜面：上・中・下・凹・凸：谷：平地　　　　 　

 (土壌) ポド性・褐森・赤・黄・黄褐森・アンド・グライ・擬グライ

　　　  沼沢・沖積・高湿草・非固岩屑・固岩屑・水面下　

(風　当) 強 ・ 中 ・ 弱 (傾斜方向) NNW

(日　当) 陽 ・中陰・ 陰 (傾 斜 度) 36

(土　湿) 乾・適・湿・過湿 (北　　緯) 36.13771

(面　積) (東　　経) 137.73958

(海　抜) 995 59

(階　層) (優占種) (高さｍ) (植被率％)

Ⅰ 高 木 層(T1) ヒノキ 100

Ⅱ 亜高木層(T2) ―

Ⅲ 低 木 層(S1) ウスゲクロモジ 10

　 　　　　(S2) ―

Ⅳ 草 本 層(H1) ミヤマイラクサ 20

　 　　　　(H2) ―

S P P .

ﾋﾉｷ ｲﾜｶﾞﾗﾐ ﾔﾏｲﾇﾜﾗﾋﾞ

Ⅴ コ ケ 層(M) ―

(群落名) ヒノキ植林 平成28年 6月12日

ｲﾇﾂﾙｳﾒﾓﾄﾞｷ

ﾓﾐｼﾞｲﾁｺﾞ

ｸｼﾞｬｸｼﾀﾞ

S P P . S P P .

―

ﾌｼﾞ

ﾊﾅｲｶﾀﾞ

ﾀﾞﾝｺｳﾊﾞｲ

ｼﾅﾉｷ

ｳｽｹﾞｸﾛﾓｼﾞ ﾐﾂﾊﾞｱｹﾋﾞ

ﾘｮｳﾌﾞ

ﾊｴﾄﾞｸｿｳ

ﾀﾏｱｼﾞｻｲ

ｲﾛﾊﾓﾐｼﾞ

ﾕｸﾉｷ

ﾉﾌﾞｷ

ﾏﾀﾀﾋﾞ

ｳﾘﾉｷ

ﾐﾔﾏﾊﾊｿ

ﾔﾌﾞﾆﾝｼﾞﾝ

ﾌﾀﾘｼｽﾞｶ

ｷｹﾝｼｮｳﾏ

ﾊﾞｲｶｳﾂｷﾞ

ﾊｸｳﾝﾎﾞｸ

ﾔﾏｱｼﾞｻｲ

ﾄﾁﾉｷ

ﾕｷｻﾞｻ

ﾄﾁﾊﾞﾆﾝｼﾞﾝ

ｵｼﾀﾞ

ﾔﾏｶｼｭｳ

ﾔﾏｸﾞﾜ

ﾐﾔﾏｲﾗｸｻ ﾆﾜﾄｺ

ﾐｽﾞﾋｷ

ｼﾞｭｳﾓﾝｼﾞｼﾀﾞ

ｲﾀﾄﾞﾘ

ﾅﾂﾉﾊﾅﾜﾗﾋﾞ

ﾂﾔﾅｼｲﾉﾃﾞ

ﾂﾙﾏｻｷ

ｳﾜﾊﾞﾐｿｳ ﾙｲﾖｳﾎﾞﾀﾝ

ｴﾝﾚｲｿｳ

ｱｶｼｮｳﾏ

ｱｶｿ

ﾔﾏﾌﾞｷ

ｻﾜｷﾞｸ

ﾊｸｳﾝﾎﾞｸ

ｼﾞｼﾊﾞﾘ

ｲﾛﾊﾓﾐｼﾞ

ﾁﾄﾞﾘﾉｷ

注）　Ｓ：階層 （stratum）
　　　Ｄ･Ｓ：優占度（dominance）・群度（sociability）
　　　ＳＰＰ．：種名

ﾏﾂﾌﾞｻ

ﾑﾗｻｷｼｷﾌﾞ

ﾔﾏｱｼﾞｻｲ

ﾂｸﾊﾞﾈｿｳ

ﾏﾙﾊﾞｻﾝｷﾗｲ

ｱｵﾀﾞﾓ

ﾑｶｺﾞｲﾗｸｻ

ﾆｼｷｷﾞ

ﾁﾁﾌﾞｲﾜｶﾞﾈ

ｷﾖﾀｷｼﾀﾞ

ﾋﾉｷ

ｳｽｹﾞｸﾛﾓｼﾞ

ﾐﾔﾏﾊﾊｿ

ｵｼﾀﾞ

ﾐﾔﾏｲﾗｸｻ

ﾋﾉｷ

ﾋﾉｷ

ﾋﾉｷ

 



 

（準備書 参-2-45ページ） 

 

 °

20 × 20 ｍ

ｍ (出現種数)  種

8 ～ 25

2 ～ 5

0.8 ～ 2

～

0 ～ 1

～

～

S D･S S D･S S D･S

Ⅰ 3・3 Ⅲ + Ⅳ +

+ +

+ +

+ +

+ +

Ⅱ 1・1 + +

1・1 +

+ +

+ +

+

+ Ⅳ 3・3

+ +

+ +

+

+

Ⅲ 3・2 +

2・2 +

1・1 +

1・1 +

1・1 +

1・1 +

1・1 +

+ +

+ +

+ +

+ +

+ +

+ +

+ +

+ +

+ +

+ +

+ +

+ +

+ +

 GPS No. 107 調査地： スギ・ヒノキ植林③

 (地形) 山頂：尾根：斜面：上・中・下・凹・凸：谷：平地　　　　 　

 (土壌) ポド性・褐森・赤・黄・黄褐森・アンド・グライ・擬グライ

　　　  沼沢・沖積・高湿草・非固岩屑・固岩屑・水面下　

(風　当) 強 ・ 中 ・ 弱 (傾斜方向) ESE

(日　当) 陽 ・中陰・ 陰 (傾 斜 度) 7

(土　湿) 乾・適・湿・過湿 (北　　緯) 36.16786

(面　積) (東　　経) 137.84435

(海　抜) 969 56

(階　層) (優占種) (高さｍ) (植被率％)

Ⅰ 高 木 層(T1) スギ 60

Ⅱ 亜高木層(T2) タラノキ 10

Ⅲ 低 木 層(S1) ニガイチゴ 70

　 　　　　(S2) ―

Ⅳ 草 本 層(H1) ケチヂミザサ 40

　 　　　　(H2) ―

Ⅴ コ ケ 層(M) ―

(群落名) スギ植林 平成28年 6月12日

S P P . S P P . S P P .

ｽｷﾞ ﾐﾔﾏﾊﾊｿ ﾂﾙﾘﾝﾄﾞｳ

ﾉﾌﾞｷ

ﾖﾓｷﾞ

ﾆﾜﾄｺ

ﾔﾏｱｼﾞｻｲ

ﾊﾞｯｺﾔﾅｷﾞ

ｸﾘ

ｸﾛﾓｼﾞ

ﾇﾙﾃﾞ

ﾀﾗﾉｷ

ｷﾘ

ｺﾌﾞｼ ﾂﾘﾌﾈｿｳ属sp.

ﾊﾘｴﾝｼﾞｭ

ｻﾜｸﾞﾙﾐ

ｹﾁﾁﾞﾐｻﾞｻ

ｸﾛﾓｼﾞ

ﾆｶﾞｲﾁｺﾞ

ｲﾗｸｻ

ｸﾏｲﾁｺﾞ

ﾔﾏｶｼｭｳ

ｻﾙﾄﾘｲﾊﾞﾗ

ﾆｶﾞｲﾁｺﾞ

ﾇﾙﾃﾞ

ﾀﾗﾉｷ

ｻﾝｼｮｳ

ﾌｼﾞ

ﾊﾘｴﾝｼﾞｭ

ﾖｳｼｭﾔﾏｺﾞﾎﾞｳ

ｷﾞﾎﾞｳｼ属sp.

ﾖｳｼｭﾔﾏｺﾞﾎﾞｳ

ﾀｹﾆｸﾞｻ

ｲﾀﾄﾞﾘ

ﾐﾔﾏｶﾞﾏｽﾞﾐ

ﾐﾂﾊﾞｱｹﾋﾞ

ｻﾝｼｮｳ

ﾉﾘｸﾗｱｻﾞﾐ

ｳﾘｶｴﾃﾞ

ﾐﾂﾊﾞｳﾂｷﾞ

ﾔﾏｳﾙｼ

ﾔﾏﾉｲﾓ

ｱｶｿ

注）　Ｓ：階層 （stratum）
　　　Ｄ･Ｓ：優占度（dominance）・群度（sociability）
　　　ＳＰＰ．：種名

ﾓﾐｼﾞｲﾁｺﾞ

ﾅｶﾞﾊﾞﾐｼﾞｲﾁｺﾞ

ｳﾜﾐｽﾞｻﾞｸﾗ

ｲﾀﾄﾞﾘ

ｳﾘｶｴﾃﾞ

ﾑﾗｻｷｼｷﾌﾞ

ﾐﾔﾏｶﾞﾏｽﾞﾐ

ﾔﾏｳｺｷﾞ

ﾏﾒｶﾞｷ

ﾐｽﾞｷ

ｸﾏｲﾁｺﾞ

ｸﾛﾓｼﾞ

ﾏﾀﾀﾋﾞ

ｵｼﾀﾞ

ﾌｷ

ﾊﾙｼﾞｵﾝ

ｻﾜｷﾞｸ

ﾐﾂﾊﾞﾂﾁｸﾞﾘ

ｽｷﾞ

ｲﾇﾜﾗﾋﾞ

ｵﾆﾀﾋﾞﾗｺ

ｲﾇｶﾞﾔ

ｸｻｲﾁｺﾞ

ｽｲﾊﾞ属sp.

ｵｵﾊﾞｺ

ｽｷﾞ

ﾀﾗﾉｷ

ﾇﾙﾃﾞ

ｸﾛﾓｼﾞ

ｸﾛﾓｼﾞ
ﾆｶﾞｲﾁｺﾞ

ﾆｶﾞｲﾁｺﾞ
ﾀﾗﾉｷ

ｹﾁﾁﾞﾐｻﾞｻ
ﾂﾘﾌﾈｿｳsp.

ｽｷﾞ ｽｷﾞ

 



 

（準備書 参-2-46ページ） 

 

 °

2 × 2 ｍ

ｍ (出現種数)  種

～

～

0.5 ～ 1

～

0 ～ 0.5

～

～

S D･S S D･S S D･S

Ⅰ ―

Ⅱ ―

Ⅲ +

Ⅳ 5・5

3・3

1・2

1・1

+

+

+

 GPS No. 141 調査地： 牧草地

 (地形) 山頂：尾根：斜面：上・中・下・凹・凸：谷：平地　　　　 　

 (土壌) ポド性・褐森・赤・黄・黄褐森・アンド・グライ・擬グライ

　　　  沼沢・沖積・高湿草・非固岩屑・固岩屑・水面下　

(風　当) 強 ・ 中 ・ 弱 (傾斜方向) SWS

(日　当) 陽 ・中陰・ 陰 (傾 斜 度) 10

(土　湿) 乾・適・湿・過湿 (北　　緯) 36.07007

(面　積) (東　　経) 137.7007

(海　抜) 1,360 6

(階　層) (優占種) (高さｍ) (植被率％)

Ⅰ 高 木 層(T1) ―

Ⅱ 亜高木層(T2) ―

Ⅲ 低 木 層(S1) ノイバラ 10

　 　　　　(S2) ―

平成28年 6月30日

Ⅳ 草 本 層(H1) ナガハグサ 100

　 　　　　(H2) ―

S P P . S P P . S P P .

―

Ⅴ コ ケ 層(M) ―

(群落名) 牧草地

―

ﾉｲﾊﾞﾗ

ﾖﾓｷﾞ

ﾅｶﾞﾊｸﾞｻ

ｶﾓｶﾞﾔ

ｱｹﾋﾞ

ﾋﾒｼﾞｮｵﾝ

ﾒﾏﾂﾖｲｸﾞｻ

ｷﾝﾐｽﾞﾋｷ

　　　Ｄ･Ｓ：優占度（dominance）・群度（sociability）
　　　ＳＰＰ．：種名

注）　Ｓ：階層 （stratum）

ﾅｶﾞﾊｸﾞｻﾉｲﾊﾞﾗ

ﾖﾓｷﾞ

ﾖﾓｷﾞ

ｱｹﾋﾞ

 



 

（準備書 参-2-47ページ） 

 

 °

2 × 2 ｍ

ｍ (出現種数)  種

～

～

～

～

0 ～ 0.2

～

～

S D･S S D･S S D･S

Ⅰ ―

Ⅱ ―

Ⅲ ―

Ⅳ 1・1

+

+

+

+

+

 GPS No. 101 調査地： 畑地雑草群落

 (地形) 山頂：尾根：斜面：上・中・下・凹・凸：谷：平地　　　　 　

 (土壌) ポド性・褐森・赤・黄・黄褐森・アンド・グライ・擬グライ

　　　  沼沢・沖積・高湿草・非固岩屑・固岩屑・水面下・黒ボク　

(風　当) 強 ・ 中 ・ 弱 (傾斜方向)

(日　当) 陽 ・中陰・ 陰 (傾 斜 度) 0

(土　湿) 乾・適・湿・過湿 (北　　緯) 36.14026

(面　積) (東　　経) 137.8849

(海　抜) 774 6

(階　層) (優占種) (高さｍ) (植被率％)

Ⅰ 高 木 層(T1) ―

Ⅱ 亜高木層(T2) ―

Ⅲ 低 木 層(S1) ―

　 　　　　(S2) ―

Ⅳ 草 本 層(H1) シロザ 5

　 　　　　(H2) ―

S P P .

―

Ⅴ コ ケ 層(M) ―

(群落名) 畑地雑草群落 平成28年 6月10日

S P P . S P P .

―

―

ﾅｽﾞﾅ

ｼﾛｻﾞ

ﾉﾎﾞﾛｷﾞｸ

ｳﾗｼﾞﾛｱｶｻﾞ

ﾑﾗｻｷﾂﾒｸｻ

ｶﾓｼﾞｸﾞｻ

注）　Ｓ：階層 （stratum）
　　　Ｄ･Ｓ：優占度（dominance）・群度（sociability）
　　　ＳＰＰ．：種名

ｼﾛｻﾞ

ｳﾗｼﾞﾛｱｶｻﾞ

ﾑﾗｻｷﾂﾒｸｻ

ｶﾓｼﾞｸﾞｻ

ﾅｽﾞﾅ

 


